近世三陸の海における領域と境界(3)横浜市立大学所蔵「世界図(仙台漂民津太夫らの航跡図)」及び『流舩帰国物語』の紹介を通じて by 松本 郁代 & 龍崎 孝
一、問題の所在―「空間認識」がもたらす「場所性」の較差
本論は二〇一一年三月十一日に発生した東日本大震災によって多大な被害を被った岩手県と宮城県の太平洋沿岸
部にあたる、いわゆる三陸における海からの空間認識が、歴史的にどのように形成されたのか、本学所蔵の資料紹
介を通じ三回にわたり論じるものである。「近世三陸の海における領域と境界」（１）（２）では、古代から近世に
至るまで、畿内や江戸、東国など陸から三陸を「辺境」「辺地」として捉えてきた空間認識に対し、三陸が主体と
なる資料紹介を通じ、海から三陸を捉え直し、三陸の「場所性」に新たな意義を提示した。
最終となる本稿では、横浜市立大学所蔵「世界図（仙台漂民津太夫らの航跡図）」（以下、「世界図」と称す）及
びその経緯を故郷の三陸に戻った際に聞き書きされた『流舩帰国物語』（１）、そして主に仙台藩医、大槻玄沢が津太
夫らを事情聴取した際に聞き取り書きとして作成したもので、いわば仙台藩の公式報告文書である『環海異聞』（２）
の分析を通じて、日露関係を背景にした三陸社会に新たな海の境界が開かれつつあった点を論じる。このうち『流
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舩帰国物語』は後半に全文の翻刻を掲載した。
「世界図」は、ロシア極東地方に流れ着いた三陸出身の漂流民、津太夫（一七四四～一八一四）らが、ロシアの
市井で買い求めた世界地図を元に、長崎まで同行したロシア人船員が、陸路ロシア帝国を横断し、バルト海を臨む
クロンシュタット港から世界一周の航行を経て、長崎へと帰国した経路を教示し、同地図上に書き記したものであ
る（もしくは模写したものに描画した）（３）。津太夫らはロシアから帰国と同時に、様々
な知見を江戸幕府にもたら
したが、その中には前稿「近世三陸の海における領域と境界（２）」で紹介した「ロシア帝国全図」（横浜市立大学
所蔵）（４）も含まれている。本稿では、同じく前稿に掲載したこの地図の日本語翻訳版「露西亜本領図」（横浜市立
大学所蔵）の分析・比較も補足的に行う。なお先に挙げた『環海異聞』『流舩帰国物語』のほか、津太夫とともに
帰国した水主儀兵衛（平）が自筆した『難風被吹流諸往来』（５）は、この漂流に関わった若宮丸の水主、津太夫ら四
人が残した口述書であり、これらの地図分析に用いる。
以上本稿では、対日本の航海事業を進めたロシア政府による当時のロシア最新の空間認識と、津太夫らがロシア
市井で求めた「世界図」に凝縮された、いわば市民社会における世界空間認識を比較し考察することにより、世界
一周という日本人初（６）の知見を得た三陸出身の水主である津太夫らが会得した空間認識を明らかにしつつ、三陸
の海における新たな「海域世界」の可能性を提示する。
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二、ロシアの来訪と日本列島北方海域の把握
（１）若宮丸水主たちの世界一周
文化元年（一八〇四）に長崎に入港し、江戸幕府にロシア全土の図（「魯斎亜本領全図」）をもたらしたロシア政
府の通商交渉使節レザノフ（Nikolai Petrovitch Rezanov:
一七六四～一八
〇七）は、首都サンクトペテルブルクから津太夫ら四人の日本人漂流民を伴ってやってきた。四人は三陸沿岸、仙
台藩領塩釜の出身で、石巻から江戸へ向かう米廻船「若宮丸」（八百石積み）に水夫（以下、水主と称す（７））とし
て乗り込んでいた。三陸沿岸域では「近世三陸における領域と境界（１）」でみたように、近世江戸期において二
一件の海外への漂流漂着事案が起きている。事案はいずれも、生存して帰国した事例であり、漂流中に死亡もしく
は漂着後死亡した例は、帰国することの尋常ならぬ困難さを考えると、その数は数百倍以上あったと考えられる（８）。
津太夫らはレザノフと幕府との通商をめぐる交渉下において、長崎に半年あまり留め置かれた。幕府は当初、漂
流民の引き取りをロシア側に申し出たが、漂流民の帰国を幇助し受け渡すことを日本との通商交渉の材料にしよう
という、ロシア側の意図もあって、ロシア側が日本への引き渡しを拒んだ。このため、四人の漂流民のうち一名が
自殺未遂事件を起こしている（９）。その後通商交渉が決裂し、翌年三月にロシアへ帰国するレザノフら一行の離日
を受け、ようやく四人は日本側に引き渡され、キリスト教改宗の有無などの吟味を受けた。その後、生国の仙台藩
士に引き取られ、同年一二月、江戸において藩主伊達周宗
����に拝謁する。この折に、仙台藩の藩医大槻玄沢（一七五
七～一八二七）らによって三か月近く口述筆記による記録を取られた。この記録が玄沢による『環海異聞』として
翌文化四年（一八〇七）年にまとめられた（10）。大槻玄沢は、桂川甫周（一七五一～一八〇九）が大黒屋光太夫か
Hиколай Петрович Резанов/
265
横浜市立大学論叢人文科学系列　2016：Vol.67　№ 1
ら聞き書きした『北槎聞略』（一七九四年刊）を読み（11）、光太夫からも直接話を聞くなどしてロシア事情の会得に
努めていた。そのため、津太夫らの口述内容と『北槎聞略』との差異などを、光太夫に確認しながら書き進めてお
り、『環海異聞』もまた、当時のロシアの国情を知る重要な資料となっている。特に、津太夫らはサンクトペテル
ブルクからの帰国にあたり、英国海域から大西洋を渡りブラジルへ寄港した。その後ホー
ン岬を回って太平洋を横
断した後、カムチャツカにたどり着いており、漂流経験と合わせると、日本人として初めて世界一周を行い、その
知見を持ち帰ったのである。『環海異聞』はロシア事情だけではなく、世界情勢の一端を知る最先端の「情報集」
であり、三陸の水主、つまり一般民によって幕府中枢までもたらされたのでもあった。
また、レザノフが搭乗した「ナジェジダ号」艦長のクルー
ゼンシュテルンはカムチャツカから長崎までの航路の
状況を記録し、かつ九州沿岸を測量、岬などの公海上主要と判断される地点には命名しながら、長崎港に入港して
いる。クルー
ゼンシュテルンはサンクトペテルブルクから日本を経て帰国するまでの記録を『世界周航記』（12）とし
て著した。そのオランダ語版を翻訳したものが『奉使日本紀行』（13）である。天文学者の高橋景保（一七八五～一八
二九）がドイツの医師シー
ボルト（Philipp Franz Balthasar von Siebold：一七九六～一八六六）から一八二六年
に入手し、蘭学者の青地林宗（青地盈：一七七五～一八三三）が翻訳している。
（２）近世日本の航海と日本の領域
津太夫らが出帆した仙台藩領石巻は、中世以前から東日本の海上交通の要所として開けていた。北見俊夫はヤマ
トの影響力が北上していく中で、海上交通の難所である牡鹿半島・金華山沖が伝播の障壁となり、その手前の石巻
周辺に海上通航圏が形成されたのではないか（14）、と指摘している。つまり海上を利用して北進してきたヤマト影
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響下の人的物的交流は、難所の手前である石巻周辺でいったん『吹きだまり』のように停滞し、その後陸上では北
上川を遡る船運を利用する形で東北内陸部に浸透し、海側は万国浦から女川に抜け、海沿いに本吉郡、気仙郡へと
北上する、二股に分かれて伝播していった、と考えられる。その伝播は、『続日本紀』の中に現在の宮古市と見ら
れる地域の「海道の蝦夷」が、朝廷へ貢献する海産物の集積について、朝廷に要望を行っている記述があることか
らも推察できる（15）。海上交通を利用できる沿岸部においては、ヤマトの影響力は陸上に比べて進捗していたので
はないかと考えられる（16）。
近世に入って、江戸が一大消費地になると東北諸藩による江戸への回米の必要性が高まり、石巻は江戸へ米を運
ぶための集積地となった。難所の牡鹿半島・金華山沖での航行を避けるため、仙台藩によってそれまで追波から太
平洋に注いでいた北上川の河口が石巻へと付け替えられたことにより、一層の隆盛を極めた（17）。しかし日本海流
と千島海流がぶつかる三陸沖と、江戸湾口に位置する房総半島から三浦半島の間で起きる日本海流の逆流現象は複
雑な潮流を生み、江戸への入港を目指す東回りの廻船にとって相変わらず避けがたい二大難所であった（18）。加え
て冬期の西からの季節風によって海が荒れると難所における遭難の可能性は高まった。本稿で扱う津太夫らも十一
月二十七日に石巻を出向し、江戸へ向かう途上の十二月二日には船の楫を折られて三陸沖で遭難し、その後六ヶ月
近く漂流することとなった。
三陸出身者を乗せ、三陸の地域から出港し漂流した事例は江戸期の間に二一例あるが、これらはいずれも江戸へ
向かう廻船であり、和船である（19）。漂流を引き起こした理由として、前述した海流や冬期の季節風の他に、和船
の性能と航法があげられる。こうした当時の航海能力は、日本の沿岸からどの程度距離を置いたところまで日本船
による制御された航海が可能かを示すことになる。それは同時に日本という国の公権力が海上における権域をどこ
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まで及ぼすことが可能なのか、つまり領域の上限を示すことになるだろう。
一方で廻船に乗り組んでいた船頭や水主たちはどのような航海法を用いていたのか。江戸期には長崎にオランダ
からの外航船がたびたび入港しており、一八〇〇年代には海運学者によるオランダ航海術の研究がなされていた（20）。
しかし、一般に取り入れられることはなかった。さらに北見は、江戸期までに和船の航海術として村上水軍の系統
による『航行要術』をはじめとする航海術本が存在しているが、廻船の船乗りたちがこうした「航海書を読むこと
さえしなかったのがほとんどである」（21）と述べており、水主たちは代々
継承されてきた地域の経験的な知見をもと
に沿岸域における航海を行ってきた。そうした航法が「地乗り」と｢沖乗り｣である。｢地乗り｣は山や岬、島嶼、大
木などを目当てに、現在位置を確認する、いわゆる｢山アテ｣によって航海を行ってきた。この場合、おおむね海岸
線から三里離れると、船は帆以外が見えなくなるといわれてきた（22）。｢沖乗り｣は主要な港で天候や潮の状況を見
合いながら「風待ち」し、状況の整ったところで港と港の間を最短距離で航行する方法である。十六世紀には日本
海側には能登―佐渡―粟生島（粟島）―飛島―戸賀（男鹿半島）―十三（十三湊）という「沖乗り」の海路が設定
されている。また河村瑞賢によって江戸時代に整備された西回り航路では、佐渡・小木、能登・福浦、但馬・柴山、
石見・温泉津、長門・下関、摂津・大坂、紀伊・大島、伊勢・方座、志摩・畔乗、伊豆・下田という寄港地をつな
ぐ形で「沖乗り」が行われた（23）。このため陸影の見えない沖を航行することから、いったん荒天にあえば難船す
る可能性もあった。こうした｢風待ち｣の間に天候を調べるための場所が全国各地で｢日和山｣と呼ばれている。
東日本の太平洋沿岸部において天候の判断を行う「日和山」は石巻と那珂湊の二カ所である。北見は「日和山」
について｢風と海流を頼りに乗り切る帆船時代の慣習的航海術の基本的なものとして、いかに日和山が重要であっ
たか、そうした意味において、日和山は帆船航行時代の一つの象徴的存在であったといえよう｣と述べている（24）。
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「地乗り」は陸地を確認するので安全に思われるが、陸からの突風によって船のコントロー
ルを失い岩礁などによ
って破損することが｢沖乗り｣より多く、一方で陸影を確認しない｢沖乗り｣は風向きによっては陸から離れて遭難し、
漂流する可能性が高かったのである。
いずれの航法にせよ、当時の海上交通の専門家である船頭や水主をもってしても、海上における制御された航行
によって得られる空間把握は、「山あて」の可能な指標となる山や岬などが確認できる航行範囲であろう。例えれ
ば、柳田國男の収集した諺「帆かげ七里」というのは、一般的な近世日本の海における｢境界域｣を言い表している
といえるだろう（25）。
（３）「世界図（仙台漂民津太夫らの航跡図）」におけるロシアの空間認識
世界一周を行って帰国した津太夫ら一行は、その経路を地図に書き残していた。横浜市立大学所蔵「世界図（仙
台漂民津太夫らの航跡図）」（【図１】）である。
大槻玄沢による『環海異聞』には、この世界図に関わると思われる記述として「序例付言」に次のように記して
いる。「本船日本渡海の海路、右の世界図中に、別に朱線を引き、日暦を記せり。これ彼の船中、下案針役の某な
る者、長崎在留中、漂客等の為に記して送る所なりと云ふ。右の模図中には、尤も併せ写して奉れり」（ロシアの
本舩が日本へ渡海した海路は右の世界図の中に、別に朱線を引き日歴を記している。これはかの船中の按針役であ
った某なる人物が、長崎に在留中に漂客のために記して贈ったものであるという。そこで右の模図の中に併せて写
して奉呈しておいた（26）。）
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横浜市立大学所蔵「世界図」の添え書きには、
収集した鮎澤信太郎氏の注釈として、以下のよう
に記されている。
携来りし世界図を、長崎滞留中見懸って曰、
各通船の道筋を覚へたりやと。我々
共答えし
は数千万里の事、更に不覚といひければ、上
陸帰国の後、人々
尋ねる事有ても当惑すべし
とて、海路を朱引して与へたり、此万国図は、
彼都にて銀四枚にて求めたりと。（環海異聞・
漂流奇談全集本六八四頁）
本図は、各地域を色分けし、アメリカがオレン
ジ、南アメリカがグレー
、ヨー
ロッパが紅、アフ
リカが黄、日本を含む中国・インド・オー
ストラ
リアが青、ロシアが緑とそれぞれの色に分けられ、
赤道が朱の実線、航路として黒の点線と朱の点線
の二種類が示されている。同図の識語には次のよ
うに記されている（以下、引用にあたり読点を任
意で付した）。
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【図1】世界図（仙台漂民津太夫らの航跡図）
此図彩色ヲ以テ五大州ヲ分ツ、
一　萌黄　紅色　黄　此三色之分ハ魯西亜所領ノ国々
ナリ、
但シ萌黄色ノ国ニハ、耕作ス此トイヱドモ、一切熟ゼス、
黄色ノ国々
ハ、耕作怠ラザレハ、雑コクノルイカナリニ生ズ、
紅色ノ国々
ハ、穀類コヲサクスルニ豊饒ノ地ナリ、最北ノ方ハ
熟スルコトカタシ、
一　墨色ノ乗筋ハ、魯西亜ヨリノ日本国ヘ乗来ルノ舩路ノ印ナリ
一　朱ノ乗筋ハ、日本長崎ノ津出帆、日本ノ地方ヲ離レ、朝鮮ト日本ノ間ヲ乗リ通リ
カムシカツトカヘ渡リ、夫レヨリ日本ノ東南ヲ乗リ、廣東・東印度・亜弗利加海
ヲ周リ、ヲロシア本国ヘ帰ルノ舩路ナリ
右者、魯西亜人共帰国ノ者トモノ物語ナリ、
添田安節亭蔵乞需写、　　　ー
台吉蔵
本図は色分けされた世界地図を配置したうえで、ロシアから長崎までの帰国の航路を黒点線で示し、津太夫らを
長崎に送り届けたロシア船の帰国の経路を朱点線で示している。帰国の航路は、ロシア船のオフィサー
などから津
太夫らがあらかじめ聞き知っておいたものと考えられる。また、大陸ごとに色分けした各地域における穀物の生育
に適しているかどうかを論じている。
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このほか、ロシアと長崎の間に通過する地域と地域を結ぶ距離も、以下のように記されている。出発点の「ベー
トルスベスク」とは地図に「ヲロシヤ国府」と記されており、首都ペテルブルクと考えられる。ロシアと日本の間
の各地点における航行の距離が明示されるということは、ロシアと日本の航行を前提にした地図であることがわか
る。自　ベー
トルスベスク　至　テー
子マルク　五百里程
自　テヽ
子マルク　　　至　アンゲリヤ　　六百里程
自　アンゲリヤ　　　　至　カナリヤ　　　二千里程
自　カナリヤ　　　　　至　ブラジリー
ン　三千里程
自　ブラジリー
ン　　　至　マルゲー
サ　　四千里程
自　マルゲー
サ　　　　至　カムシカツト　三千里程
自　カムシカツト　　　至　日本長崎　　　千里程
鮎澤氏は横浜市大所蔵図について、『環海異聞』に掲載されている「漂民航路図」と図形内容がほとんど一致す
ることから、同一の原画から描かれたもの、と述べている（27）。同地図は按針役から贈られたもの（原語で書かれ
ていたものと考えられる）を、さらに日本語に翻訳したものであるが、当時のロシアの海軍関係者における、世界
空間の認知の度合いを一部なりともくみ取ることは可能であろう。
ここで考察したいのは、地図に掲載された地名についてである。この中で用いられている地名表記には日本語の
ほか、ロシア語名、さらに英語名等の地域が混在している。原本はロシアの按針役（航海長）が付与したものであ
るから、ロシア語表記と考えられる。現代のロシアでは、日本語のカタカナと同様、外国語をそのままロシア語の
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キリル文字で表音どおりに記載するため、ロシア語の地図にも英語表現がそのまま地名として残っている可能性が
高い。その地図を和訳した「世界図」は、日本語圏、ロシア語圏、英語圏の世界における空間の認知が混在して描
画されていると考えられる。
日本周辺においては【タイワン】【ルソン】【高麗】【支那】などの日本の中ですでに知見として得られている地
名が表記される。ジャワ島は【新オランダ】と表記され、交流のあるオランダの「植民地」としての認識が表記に
現れている。一方アフリカにおいては英語圏で用いられる地名が表記される。特別なのは南アフリカの喜望峰で、
【カー
プデルグィホー
グ】とカタカナ音が表記されている。一八〇〇年初期にはケー
プ植民としてイギリスが植民
地化していたが、オランダ系入植者のいわゆるボー
ア人が用いたアフリカー
ンス語の〈K
a
a
p
 d
e G
o
ed
e H
o
o
p
〉の音
訳と考えられる。大西洋から太平洋中部では英語圏の表記がそのまま使われ、【アゾレス諸島】【カナリヤ諸島】
【マルケサス諸島（仏名マルキー
ズ）】などの表記が使われている。またロシア帝国領内では【オホー
ツカ】【カム
カムシカト（カムチャツカ）】【ヲロシア国府　ペー
トルスベルク（ペテルブルク）】【エニスセ河（エニセイ川）】
とロシア語のカタカナ音表記で綴られている。また欧州各地もロシア帝国の地理認識の中にあると考えられ、イン
グランドを【アンゲリア】とロシア語音表記で記している。帝政ロシアが大公国として統治したフィンランドの北
部は【ラプランド】と表記されている。フィンランド語では〈L
a
p
p
i
ラッピ〉スウェー
デン語では〈L
a
p
p
la
n
d
ラプ
ランド〉である。ただ、アイスランドと思われる島嶼は【火山】と書かれ地名表記はない。
ここで、同地図がどのような人々
に用いられていたものであるかを考察することにより、地図が存在した社会に
おいて、どのレベルの人々
の、世界に対する空間認識かを検討しておく必要がある。漂流民の津太夫らは水主とい
う一般の民衆であったが、同時に海を生業の場としていた。さらに沿岸部を利用する漁民ではなく、石巻から江戸
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間で東日本の太平洋沿岸部を航行する廻船の乗組員であったから、当時としては第一級の海事従事者であろう。そ
の津太夫らは、ロシアから長崎までの航路を再現することはできず、そのためロシアの船員に所持した世界図に記
入を求めたのである。およそ、世界規模で空間を把握する知識はなかったと考えられる。
一方、津太夫らが所持した「世界図」は、津太夫らがロシアの首都、ペテルブルクに於いて銀四枚で買い求めた
地図であり、いわば市中に出回り、自由に手に入る一般化された世界図であることが考えられる。外国人である津
太夫らですら購入することが可能だったということは、およそ一般市民の水準における世界認識が表象されている
とらえることができるだろう。レザノフが幕府に献上した「ロシア帝国全図（
）」とはその精密さに於いて格段の差がある。同全図は皇帝の使節が持参したこと
からみても、同国における高レベルの技術が盛り込まれた地図と考えられるのである。「世界図」に書き込まれた
日本近海の航跡をみると、本州と北海道の間の津軽海峡やロシア沿海州とサハリンの間の間宮海峡をそれぞれ抜け
てカムチャツカに至る航跡が引かれており、一般的な認識レベルの地図においても、日本近海の大雑把ながら空間
把握がなされていたことが垣間見える。
三、　日本近海における日露の空間認識の較差
（１）　クルー
ゼンシュテルンの空間認識
一八〇四年に津太夫ら四人の日本人漂流民を伴って長崎に来航したロシア船は、一七九三年に函館に入港し、松
前で幕府との交渉に臨んだロシアの使節ラクスマン（Adam Kyrilovitch Laxman：
ГЕНЕРАЛЬНАЯ КАРТА Р
 
 
 ОССIЙСКОЙ ИМПЕРIИ
Адам Кириллович 
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/一七七六～没年不詳）が幕府から与えられた、長崎入港を認める「信牌」を持参していた。この
「信牌」は国交の樹立と日露間の通商を求めるラクスマンに対し、応対に当たった幕府の目付から与えられたもの
で、長崎に船一隻の入港を求める「許可証」の意味があった（28）。ロシア側は授与後十年間店ざらしにしていたこ
の「信牌」を持ち出したのである。なぜ、この「信牌」を今になって持ち出したのかは、ロシアのオホー
ツク海域
における商行為の維持にある。
ロシアは当時北アメリカの一部（現在のアラスカ周辺）を自国の植民地化とし、毛皮資源の獲得と交易を進めて
きた。その中心になったのは一七九八年に成立した民間の「露米会社」で、アラスカ、アリュー
シャン、アメリカ
北西岸、千島列島にわたる地域の占有と交易などを独占する「東インド会社のロシア版（29）」であった。その「露
米会社」にとっての最大の問題が物資の供給路と中国への交易路の確保だった。津太夫を伴って来日した使節レザ
ノフは元老院の監事の職にあった際、この露米会社の政府認可に奔走した、露米会社の利害関係者であった。また
海軍軍人だったクルー
ゼンシュテルンは、ロシアからアメリカ北西岸への航路を開き、そこから毛皮を中国へ運ん
で交易する構想を政府に上申していた。日本との交易は露米会社にとっては安定的な食糧供給に必要であり、クル
ゼーンシュテルンはその具体案を立案したのである。【図１】に黒筆で示されているように、クロンシュタット港
からアメリカにわたり、ホー
ン岬を回ってアメリカ西海岸に出る航路は、ロシアの北方経営拡大に不可欠な航路開
設であったのである。クルー
ゼンシュテルンは世界一周航海を企図した理由について、シベリア経由の陸上輸送の
不利を自著『世界周航記』の中で説いている（30）。陸上輸送に用いられる馬は年間四〇〇〇頭、小麦粉の値段はオ
ホー
ツクでヨー
ロッパロシアの十六倍（一六・三八キログラムあたり八ルー
ブル）になっていたと例示している（31）。
津太夫が帰国後に船主の平之丞に語った聞き書き『流舩帰国物語』（後半部に翻刻掲載）では、ロシア船の航海
 
 Лаксман
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について「海上ニ而難風時他
�
�
�
�抔ニ逢ひ候節ハ、時他
�
�
�
�立さる以前ニ其用意をするなり、亦此風ハ何時迄吹て止と言、
時他
�
�
�
�□ことく時を限て見極る也」と記されており、風向きなどの天候の変化を計器によって読み取りながら、航海
を行っている様子がうかがえる。一方で漂流を始めた若宮丸について「一切山の見へさる遠沖へ流れ候故乗組一同
大神宮へ立願致、御鬮を戴候所、百七拾里沖と有、舩中之者共力を落し」との記述がある。津太夫らが遭難後、視
界から山が消えたため、方位や場所を失ったとして、神鬮によって陸地までの距離を計ったが、「百七拾里」と託
宣されたため落胆している様子が記されており、軍艦と民間船の違いとはいえロシアの航海術と「山タテ」を用い
た日本の航海術のレベルの違いを読み取ることが出来る。
ただ、ロシア側は、日本列島の周辺海域について全く未知であったとは考えにくい。それはすでに津太夫らの帰
国の十年以上前の一七九二年九月に、ラクスマンが日本との通商を求め、カムチャツカから根室を訪れ、さらに函
館まで船を回航したことからも明らかである。さらに遡れば一七三九年にもロシアのシパンベル率いる四隻の艦隊
が仙台湾と房総半島天津村沖に来航している（32）。ラクスマンに伴われてロシアから日本に帰国した光太夫がもた
らした地図と同じ横浜市大所蔵「莫斯哥亜・魯斎亜地理図」（逆さ世界図）（33）では、北海道周辺におけるロシア商
船の航路などが記載されている。ただ、日本列島本土における記述はあいまいである。
同時代的に見れば、長崎にはすでにオランダ船がたびたび来航していたが、毎回異なった乗員が、誤ることなく
長崎に来航する航海技術に着眼した本多利明（一七四三～一八二一）らによってその航海術の研究がなされ、必要
な航海器具の準備を提案してきた（34）。このことからも西洋諸国においては日本列島の西方海域までの航路は確立
していたとみることができよう。一方で、ロシアの航海術はカムチャツカ半島や極東のオホー
ツクを拠点に、「露
米会社」の占有地域である千島列島に及んでいたことは、光太夫のもたらした「莫斯哥亜・魯斎亜地理図」に記さ
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れた航路を示す朱筆跡からも明らかである。西欧諸国の航海術は、その海図と航海器具によって未知の海域にも船
を航行させる能力が備わっていたことは、クルー
ゼンシュテルンの世界一周からも証明される。しかし実際に船を
航行させ、海岸線を含めた国土空間を把握し、測量によって地図に表象化する作業は実際に現地に赴かなければな
らない。その意味で、日本列島周辺はロシアにとっては、いまだ十分な空間把握がなされていない海域だったとい
えよう。
（２）日本人による日本列島海域の空間把握
『流舩帰国物語』と『環海異聞』はともにロシアから帰国した仙台藩の漂流民であり、水主であった津太夫から
聞き取った内容を主として構成されている。津太夫はロシアでの十年以上にわたる生活の中で、日本人水主たちの
リー
ダー
的存在であり、クルー
ゼンシュテルンは『世界周航記』の中で「その（漂民の）うち一人、六十歳ばかり
の老人は、その余の同国人等と全く異なり、彼らをしてその本国に帰らしめんとするロシア皇帝の恩恵は、彼のみ
之を被るに値すと見えた」と記している（35）。ラクスマンとともに帰国した光太夫は読み書きができる船頭であり、
その知見は『北槎聞略』にまとめられたが、一方『流舩帰国物語』は津太夫が帰郷した後、若宮丸の船主、平之丞
に挨拶に行った際に語った内容を、同行した村方役人、馬場安五郎が書き留めたものとみられる（36）。一方で『環
海異聞』は仙台藩医である大槻玄沢が自ら調査し、『北槎聞略』との比較検討を試みたことも含めて、津太夫の証
言を補足する形で添え書きしている（37）ことから、よりロシアに関わる情報が精査されていると考えられる。大槻
玄沢は津太夫らを「難民たちはいうまでもなく、いやしく知識のない船乗りである（38）」と綴っているが、むしろ
一般民衆である水主が会得したロシアの情報が、幕府や伊達家という武家社会のみならず、記録の残され方からお
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そらく故郷の三陸の一般民衆社会にもたらされたことが重要である。よってここでは、二つのテキストに記述され
た、列島周辺における航海上で示された知見を用いて、日本人水主が当時有していた列島周辺の海域における空間
把握について検討する。
先の「近世日本の航海と日本の領域」では、和船を用いた当時の航海法について述べたが、遭難時にどのような
対処方法がとられたかが『流舩帰国物語』に記されている（以下、原文を筆者が現代語に直し掲載）。すなわち、
石巻から江戸に向かった若宮丸は石巻出港後「東名浦ニ入津」して順風を待った。二日後に出発したが「空
俄か替り西風強く吹」いたため、岩城領広野と申す所に碇」をいれて退避した。当時、東日本の太平洋沿岸で
は西風は遭難を引き起こす警戒を必要とする風向きだった。十二月にはいっても風が強く、同所に留まること
が困難だった為、石巻への帰港を目指したが「北風に吹き替り順風」だったため、再び江戸を目指すことにし
た。しかし「辰巳風に相成、風浪立、舩横に成大浪二三度打重」なる悪天候となり、楫が折損する事態になっ
た。さらに波が船内に浸入したため、「檣伐捨て、穀糧米刎捨て」て、波をかぶった船のバランスを回復させ
ようと努めたのである。
楫を失い、帆柱を切り捨て、運搬していた米などを捨てたが、風はやまないため、水主たちは先ず、髪を切
って祈った。しかし天候は回復せず、強い西風によって「東西南北ヲ見失ひ」ついに陸影を見ることのできな
い沖まで流された。陸上の目標物を失った乗組員は、神鬮を引いて、陸上までの距離を推測するほかなかった。
託宣は百七十里沖（およそ六八〇㌔）と出た。「舩中之者共力を落し」、しかし楫も帆柱も失った船を統制する
ことはもはや適わなかった。
この記述は、当時の和船による航法技術と海域の把握方法が示されている。当時のロシア船が羅針盤を備え、方
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角の把握に努めるとともに、六分儀（紀限儀）を用いて緯度を計測することで船の現在位置を確認していたのに比
して、陸影を見失うとともに東西南北が不明となった和船の乗員の海における認知空間は格段に狭かったといえよ
う。同じく『流舩帰国物語』では地球を半周してロシアからカムチャツカに到着した「ナジェジダ号」が、長崎に向
かう航路についても言及がある。すなわち、八月五日にカムチャツカを出船した「ナジェジダ号」は三十一日に長
崎に到着した。カムチャツカから長崎までは「東海ヲ通舩するなり、其故は是西の方ニ当テ陸奥国金花山あり」、
「亦此海上より西の方へ五日程走れハ、日本之何国何国へ着すると言し也」とロシア船員から説明を受けた、とあ
るように、津太夫らが、カムチャツカを出発してからは、自ら塔乗した船がどこを航行しているのか把握できず、
ロシア人船員から説明を受けたことが見て取れる。「東海」とは近世までは日本列島の東に広がる太平洋を指した
表現で、東海を航行している事は金華山の位置を提示されたことから、把握したものと見られる。さらには房総半
島沖を回って西に向かいながら、ロシア人から現在位置をたびたび知らされていたことが、「高キの身ゆるハ、ア
ノ山ハ日本之山成が、何国の山なりと問けれハ、年久敷他国ニ居、山の形も見忘れ、殊に見馴れぬ山なれハ、知ら
ぬといへバ我国の山ヲ知らさるとて、舩中而お起きに笑われし也」との叙述から読み取れる。
『流舩帰国物語』では、長崎回航に係る日本列島沿岸部における地理認識を示す部分は以上であるが、『環海異聞』
にはロシア船員が津太夫らに、日本沿岸の各地の位置を尋ねている（該当箇所をそれぞれ引用し、箇条書きに示した）。
・夫れより暫く行きて、此通りは仙台なり。汝等の故郷なりとて、絵図面書冊盃など取開き、我々
に指示したり。
・此の当たりに島七つ有、その中に八丈といふ島あり、汝ら此辺り知りたるべしといふ。此如段々
日本地の様子
申せども、最初より一向地方方角も知れぬことゆへ、更に合点行かざりけるゆへに、ここもしらずと答えへけ
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れば、織物の出る八丈島をしらずとはけしからぬことなりといひたり。
・八月二五、六日頃と覚へ、山見へれば、彼所は薩摩なりといふ。此沖に出たるは琉球なり。今見える所は琉球
と薩摩の間なり、各しれりやといふ。此辺ついに通船したる事なし、固よりしらず、と答へれば、我国内の事
しらずといふはさても油断の事なりと嘲りたり。
・薩摩の島々
の内に、タナゴ島（39）といふ所在り、何れのかたなりと使節問ひたり。我等未だ至らぬ地故、更に
しらずと答へければ、まことに汝等は心なき者なり、我境内の事をしらずとはとて戯れわらひたり。（40）。
このように同じ事象を扱いながら、内容の描写に大きな差がある。おそらくは、仙台藩の公式の報告書作成に当
たって様々
な形で問いかけがなされたうえで作られた『環海異聞』と津太夫らの船主に対する報告に関する聞き取
りである『流舩帰国物語』における作成主旨の違いがあるものと思われる。既にロシアの北方域に係る脅威が顕在
化していた時期にあって、武家社会においてはロシア側の意図などを探る喫緊の必要性と緊迫性が、『環海異聞』
には露出している。
『奉使日本紀行』によればロシア側は、フランス製のほか数種類の日本近海が描画された海図を保有し、それに
基づいて航海を行っている（41）。クルー
ゼンシュテルンは日本への航行は初めてであり、地図による航路と実際の
地形の確認を津太夫らに求めていたことがわかる。以上に示したロシア人とのやり取りからは、当時の日本人水主
の海上における空間認識の一端を知ることができる。
また、天文航法が確立し、海図による航行を会得していたロシアをはじめとする西洋国家の船員の空間把握が日
本人の水主と全く異なることが理解でき、極めて示唆的である。
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おわりに―
境界の自覚
レザノフの帰国後、江戸幕府は文化三年（一八〇六）、ロシア船の打ち払いを決定し、諸大名に通達する。一方
ロシアは蝦夷地での強圧的行為を繰り返す事態に発展する。こうした日露の緊張は、否が応でも三陸社会に海の
「境界」が開かれつつあることを自覚させる。南部藩、伊達藩では鯨番屋、唐船番屋と呼称される「監視哨」が三
陸沿岸域に設置されたことが、八戸藩にかかわる史料に残されている。
同時代には南部藩領「慶祥丸」が北方海域で遭難し、生存した水主が自力でロシア領から脱出し一八〇七年（文
化二）に択捉島へたどり着いた。彼らは松前藩役人にロシア側に事実上拘束されていた事情を報告し、対日強硬姿
勢に転じたロシアの外交方針の一端を伝える役割を果たした。江戸幕府という陸からの権力が設定した海の境界が
すでに破たんし、幕府が認識してきた三陸の海の領域が融解していったのである。こうした幕府権力の低下に伴う
領域性の崩れは、一時代的ではあるが、三陸の海に新たな「海域世界」が誕生することに他ならない。
（以上、龍崎孝）
四、解題  
本書は、横浜市立大学学術情報センター
鮎澤信太郎文庫蔵『流舩帰国物語』一冊（写本、縦二七・〇×横十九・
五センチ）であり、『国書総目録』に未掲載である。ただし、同じ漂流案件を扱った記録はほかに類似のものがみ
られる（42）。
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冒頭には本書成立についての説明があり、これ
によると、寛政五年（一七九三）十一月、石巻を
出航した若宮丸の船頭と水主の計十六名が漂流し
た。翌年五月にロシアに漂着したが、船頭平兵
衛・水主二名の計三名が現地で病死、十三名のう
ち九名がロシアに留まった。残り四名の津太夫・
儀兵衛（儀平）・佐兵衛（左兵衛）・佐太夫（太
十郎）は（43）、文化元年（一八〇四）九月、軍艦ナ
デジュダ号でロシアの使節レザノフに伴われて長
崎に送り届けられた。この『流舩帰国物語』は文
化三年（一八〇六）、寒風沢浜の津太夫が船主の平之丞の「見舞い」（帰国報告か）に行った際に語られた聞き書き
であるという（44）。若宮丸漂流については、本稿の前半（龍崎孝執筆）を参照されたい。
内容の構成は、漂流の経緯や状況、ロシア漂着後の様子、ロシアでの生活や習慣、訪問した各都市の説明、ロシ
ア皇帝に謁見した際の記録、先に漂流した伊勢大黒屋光（幸）太夫の船の水主であった新蔵の様子、ロシア語によ
る数や日常的な単語、宗教、女性、貨幣の紹介、長崎までの航路、長崎での様子など約九十項目が記され、最後に
「佐兵衛聞書」と注記された条文があり（45）、ロシアの情報や献上の品など二十四項目が記されている。佐兵衛は津
太夫らと共に帰国した水主と考えられる。
本書は写本であるが転写されたと思われ、文字の判読がつかないまま漢字の形だけをそのままなぞって写した文
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【図2】『流舩帰国物語』冒頭部
字がある。また、本文には、読解に際して校訂が所々
に入れられており、文字の脇に墨書の書き加えや訂正が施さ
れている。それぞれについては凡例に示した。
幕末に登場した漂流記は、偶発的契機によってもたらされた海外の情報が豊富に記載されることから、幕府に対
する情報提供や学者らの学問対象にもなった。本稿の前半では、漂流記を残した漂流民の出自が三陸である点に着
目している。若宮丸の漂流に関しては、仙台の蘭学者である大槻玄沢と儒学者の志村弘強が編纂した『環海異聞』
が挙げられる。一方で、本書は、漂流民の聞き書きを現地でそのまま書き記したものの写しであり、編纂されてい
ない。そのため、『流舩帰国物語』の記録形式は綱目など立てず不統一であるが、経験者とその聞き手との間に成
立した三陸発の物語として、一つの資料にはなり得るのではないか。
本稿の前半（龍崎孝執筆）では、本書を三陸から世界一周を遂げた漂流民たちが長崎を経て再び三陸に戻った記
録として捉え、中央から辺境に位置する陸からの三陸ではなく、海を通じた三陸という場所の特性や情報によって、
どのような空間認識が形成されたのか考察を試みている。このように、漂流記は現地の情報としてのみならず、漂
流に関わった者たちが出航地である沿岸地域を漂流という経験を通じて相対化し、その地域に対し新たな場所性を
見いだした資料として位置づけることができる。
なお本学には、「世界図（仙台漂民津太夫らの航路朱筆地図）」（【図１】）が所蔵されており、前半で龍崎が解説
を施している。
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凡例一、私に読点、並列点を付した。
一、旧漢字・変体仮名は通用体に改めた。但し舩・躰・嶋はそのままとした。
一、また「より」は、「ゟ」「より」の両様が用いられているが、原典に従い両様用いた。
一、助詞として用いられている「者」は、「は」とした。
一、半丁ごとに」印を付した。
一、校訂者の注は該当文字の脇に（　）で示した。
一、ルビは原典に付されていたものである。
一、本書には漢字の形だけをなぞって判読できない文字がある。それら判読できない文字は□で示した。
一、文字の脇に墨書で書き加えられた文字は《　》で示した。
一、朱で書かれた文字や○△印は〔　〕で示した。
一、判読できる抹消文字は抹消符
を用いず、二重線で示した。また判読できない抹消文字は■とした。
（表紙）
「流舩帰国物語　全」
「見返し（白）」
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流舩帰国物語
陸奥国仙台領牡鹿郡石巻米沢平之丞舩若宮丸、寛政五丑年十一月廿七日、石巻川口出舩、同月廿九日より漂
流、同六寅年五月十日、ヲロシヤ国
江漂着、舩頭・水主拾六人之内舩頭平兵衛幷水主弐人、都合三人此国に
て病死致、残拾三人之内九人彼国
ニ止り、四人ヲロシヤ国ゟ八拾壱人乗の舩
ニ而長崎迄送届られ、享和三亥年
六月十日、ヲロシヤ国の都ヒセリホロカト言ふ所を出舩して、文化元子年九月六日長崎着舩して、同三寅年
二月帰国」せし水主四人之内壱人、寒風沢浜津大夫と申物、舩頭�主�平之丞方へ見舞に来て夜語致せしを聞書記、
一、寛政五丑年十一月廿七日、石巻川口出舩、東名浦
ニ入津、同廿九日戌亥、風
ニ而同所出舩走登候所、空俄に替
り西風強く吹候
ニ付、岩城領広野と申所
ニ碇を入、舩繋居候、十二月朔日辰巳、風強く吹、高浪立、此所
ニ不能
居事、碇ヲ巻上国元迄帰帆致度、䑺戻
����り候所、其夜九ツ時、北風に吹替り順風に相成、舩取直《走》登致候所、
又々
辰巳風に相成、風浪立、舩横に成大浪二三度打重り、舩中種種相 勒
������候内楫折、尚亦舩横成、頻に浪打込
不及是悲�非�」檣伐捨てめ����、穀粮米等刎捨、舩足を軽致候得共、不得止事大浪立身命難計、舩中之者共髪ヲ切り諸
神
江立願致、命〔○限〕働候得共難凌、無拠御米八百俵程も刎捨候ヘハ、少ハ舩中身持能相成候所、同月二日
西風強、同三日大浪立、舩中江数度浪打込、同四日五日同風ニ吹立流され、東西南北《ヲ》見失ひ、一切山の見
へさる遠沖へ流れ候故乗
�故乗�組一同大神宮へ立願致、御鬮を戴候所、百七拾里沖と有、舩中之者共力を落し、此上
ハ楫檣なけれハ詮方なく、舩を丈夫ニいたすより外ハ無之、来四五月之頃、何卒日本之〔地エ〕漂着致〔○度〕
事〔ヲ〕諸神へ祈より《外》無之、夫付ても舩囲大切也、」舩中取片付、浪打込さるゆふに囲ひ漂流致候所、
《同》八日より浪風強、同廿五日迄浪風静也����日も無之、同廿六日大風吹立、既に破舩ニも可及躰故、皆々
今日限
りの命とあきらめ居候得は、舩ハ尚々
沖く
江と流出候故たらせ弐房引
、大神宮を祈、御
たらせとハ、檜綱へ米俵結付、浪上舩ニ而
引レ、舩之流不尺取〔レサル〕様ニする事
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鬮を戴候得共�所�、弐百七拾里沖と有、夫ゟ寅年正月十一日、大風浪立
ニ相成、舩之艫を打破られ、はつを落し
、又橧を打破られ、舩中垢水三四尺程溜り、昼夜汲出して麻綱
ニ而舩数ケ所結巻、又々
御鬮を戴けるに五
百里沖と有、夫ゟ三月十七日迄漂居候所、呑水一円無之、舩中餓」死可��き躰
ニ成候故、舩中乗組一同海中より
汐水〔ヲ〕汲揚こりを取、身を清め、天を拝し祈候得は、誠
ニ有かたき事哉、晴天俄曇り雨降出たる事常なら
す、舩中
ニ而桶躰�鉢�不残取出し竝置、水思ひのまゝ
に戴、既に入物
ニ水余り、外
ニ入物無と申候得は、俄
ニ雨はれ候
故、海面を四方見廻し候得は、海上水色替りて見へける故、四月朔日より毎日御鬮を戴き、陸地へ何程有哉と
里数窺ひ候得共���、三百里或ハ弐百里・百四五拾里と有、日々
に陸地江近く也、五月九日ニ御鬮を戴候得共、十五
里と有ける故、舩中大ニ悦、翌十日西の方に雪かゝ����りたる高山を」見受、舩中一同寄集り、」何国の山ニ而あらん
と色々
評義�議�しけるに、見馴ぬ雪山なれハ、日本にてハあらじと再ひ是を愁ひ、兎や角間を取る内
ニ、山は次第
に近く成、何国
ニもせよ此地
江揚らんと評義�議�を極め、碇を卸し元舩
ヲ掛置、米を三俵心懸ケ、伝馬舩に乗移り、
小嶋の有ける所
ニ伝馬を漕寄、近嶋を伺ひ見るに、人の住る躰とは見へす、是悲�非�無其夜を明、翌十一日朝に元
舩見届候得は���、早其夜中破舩致、皆々
力を落し、夫より日本成か外国成か御鬮を弐本書て戴候所、外国と有、
又人里へ何程隔り候哉御鬮」を戴候所、道法五拾里と有ける故、伝馬船も���乗り、同十二日より其岸に続き人里
を尋ける、人の住ける所も見へす、三�二�十日余之間順風の時は走り、向風之時〔ハ〕桧���ヲおし、又ハ野宿を致
段々
尋けるに、六月三日に人のよふ成者遠目
ニ見ゆる故、少伝馬船を岸へ寄セ能々
見候得は、人成姿ハ天窓は
残截
����にて、衣類は鳥の羽惣身よりはゐたることく成、獣の皮を着し、さなから人と見へす、是必鬼か嶋なるへ
しと思ひ、舩中之者共きもをひやし、おそろしく成、此地を逃行んにも行先も不知、何国へ行事も叶��わされハ、
いかゞ
」せんと思ひ����とも、岸へ乗付鬼の飯食になる事も悲しく、何れハ我国の親兄弟妻子の事を思ひ出、互に
ハヅトエウ
ハ水桶の事
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皃を見合せて、皆一同に声を揚て泣悲しむ、良あつて彼国の人々
男女拾四《五》人集り手 扣�����致ける故、猶お
そろしく思ひ、陸へ揚りて善悪の御鬮を戴き見るに、苦からすと有、何にも世にあからはやと舩を磯に寄けれ
ハ、彼人々
集り、伝馬船を磯辺へ引揚何にやかや申せとも、互
ニ言舌不通わからす居候得は、女とおほしき姿
の物�者�、水なと持参り、或は焼魚を持来るも有、男ハ薪を集めて浜辺にて火ヲ焚、」色々
と心を尽し介抱致呉候様
子なれハ是にて案�安�堵致し、誠
ニ姿と心は大きに替り、日本之人の及ぬ実躰恥ケ敷ほとの有様無����ハ、漸生たる心
地こそ有ける、其夜は浜に夜を明、翌四日、其人々
の住家へ行けるに、皆々
土穴に住居〔シ〕けり、穴の廻り
に木を立、土草ニ而屋根をふき、其穴の内を見れハ鳥獣の骨����多く有、是にて再ひ驚しか、彼の人々
之食物ハ五穀
一粒も用ひす魚鳥獣計喰ひけり、此所に逗留する内に六月八日舩頭平兵衛病死す、医者もなく薬もなく用ひす、
むなしく死する事のいとあわれさよ、皆々
一同ニ袖をぬらし」是悲�非�なく此地ニ葬ける、三日程居候内、年頃五十
計の男壱人来て、何か色々
物を言ひけれ共一円わからす、此男何か工風�夫�の顔見得候けるに、良ありて此方より
乗行候伝馬船に乗り移、小棹ヲ三本立て手あつかい致候間、此方ニ而も工風�夫�致、是ハ定而元舩の檣壱本立か弐本立
かと問心かやと察、伝馬
ニ乗移り、又小棹壱本立て見せけれハ、彼男うなつき日本かと申候、漸々
此時一言わ
かり申候、夫ゟ彼男、弥増念を入て取扱くれ候て、同六月十三日、彼男伝馬船
ニ乗り、私共拾五人同舩してヲ
ロシヤ人の居候所へ案内を致、夫ゟヲロシヤ人来る、商人舩の居」所へ渡、同廿二日、此所ヲ出舩いたし、
初
而揚りたる所ハ、嶋
ニ而土穴を�二�住居と����衣類ハ鳥獣之皮��を着し、鍋は瓢形之赤銅成、碗ハ海中に流れし寄木を
彫て用ひ、魚獣計海汐
ニ而煮て常の食とする、火は天火をも取、亦石鎌をも用ゆる成、頭にかむるものもなし、
はき物もなし、長六尺余之人也、此所ニ而ハ人の事をアリヲト云へる、此嶋よりナアツカエ丑寅と走り、道法弐
拾七八里有、
ナアツカハヲンテライ
ノ内ニテ、小名ナリ
287
横浜市立大学論叢人文科学系列　2016：Vol.67　№ 1
一、ナアツカエ寅六月廿三日着、同廿四日、此所出立、此嶋ハアリヲトケト同嶋成、人物・喰物・衣類・道具等
も同事也、是より」
一、〔○〕ヲンデライ七月六日着す、此所ハ〔●〕ヲロシヤより代官来て支配するなり、
〔○〕ヲンデライトいふハ嶋の惣銘なり、当�到�着いたせし所を〔○〕ヲヽ
ストエト言ハ人といふ事也、人之姿も
同しことや�也�、海中之獣物多有、アサラシ・ラツコノ類也、此皮を買求〔○ンガタメ〕ヲロシヤノ都ゟ商人舩壱
艘来て居る也、食物は魚物計也、鱈多有、其中鯎鱒之類も有、日本ニ而見馴ぬ魚有、此嶋に寅七月ゟ卯四月迄逗
留す、彼商舩の舩頭言けるハ、日本之食物と違ひ魚類計喰候故、自然と人の色悪くなる、我等此嶋に三年居て
諸の皮を買調申也、当年迄壱年半居」て商物調へ、舩に積入候事、半途なれとも日本人永く此嶋に置てハ壱人
も助るまじ迚、夫ゟ獣皮の交易をやめて、其商舩ニ我等拾五人を乗せ卯四月四日出舩す、此海上道法四百里余、
丑寅と走、此商舩舟頭之志深�親�切之ほとうれしく思ひ、人は欲��に募り、殺害之悪心も起る習成れとも、彼人々
の
姿有様ハ蝦夷に同形なるに、〔○〕ヲロシヤ国の都より此所迄道法凡壱万九千里余の所へ来、日本人を助けん
と商内を半途〔ニ〕して国に帰る志を考ひ見れハ、神仏のよふに思ひ、皆々
おもわすうれしく泪を流ける、夫
より」
一、〔○〕サンハンビヤウイ卯四月廿五日着、此所ニも〔○〕ヲロシヤゟ代官来て支配する、 
此所人も衣類食物同事也、何れ魚計喰て穴住居致獣物多出る、此所の海上ニ而暮六ツ時日輪西へ入給ふ時、東の
方を見れハ、暁六ツ時之よふニ成、東の空ほのかにしらむ、如此成事何故と人に尋問に、此所は世界の北ニ寄た
る国なれハ、日輪南の奥に片寄りて通給ふ、西南之間近キ故に斯あらんと答、極寒国成と云ひ���也、翌廿六日、
此所を出帆して、〔○〕アミセイツカイ未申と走り、此道法千三百里余、
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一、〔○〕アミセイツカ
此所へ五月十二日着、人の風俗諸事前ニ同、〔○〕ヲロシヤゟ代官来て支配する也、此所伊勢〔○国〕白子〔ノ〕
幸大夫舩流  付
������所也と言、舩頭幸大夫・水主共此地に三年居候由承りて、何となくものあわれ成し����、なつかし
くそゞ
ろに泪を流けり、此所を出舩して、〔○〕カムサスカイ申酉と走、道法千三百里余、
一、〔○〕カムサス���カ　此所ヘハ舩寄申さす、同所ゟヲホユツカまて道法千弐百里余、戌走〔ル〕、
一、〔○〕ヲホコツカ　此所へもヲロシヤゟ代官来て住す、
此所へ六月廿八日着、小川江舩乗入、此川ニ而諸国之商荷物舩積立る湊也、家数三百軒程有、家作ハ材木ニ而造也、」
ヲロシヤ国
江来て木
ニ而家作せし事、此所
ニ而始
而見る也、家作ハ材木を井桁に組立、其上
江 たき
�����材木を並へ、土を
弐尺程厚く置て小屋組をして、厚板ニ而屋根をふき、木は松桜計也、桜に花咲ことなし、寒国なれハ雨戸は三寸
程の厚板也、障子ハひゐとろなり、食物魚獣ハ勿論、大麦・小麦
ヲ少しツヽ
用る也、椀ハ寄木を彫て用ひ、膳
ハ飯台也、此所ニ十月程逗留して、辰四月四日出立、是ゟ陸地を通る、道法千里余、此間ニ人家一円なく、私共
五人
江案内壱人付添、馬三拾疋出、喰物付、亦五人共馬に乗せ、夜ハ野宿致、道法七八百里程行候」得共���、彼
馬とも拾疋程死して大難義�儀�を致、千里之道中をして〔○〕ヤツコウツカイ着す
一、〔○〕ヤツコウツカ　ヲロシヤ国ゟ代官来て支配す、
此所へ辰六月着、家数弐千四五百軒程も有之、家作同断也、食物ハ〔○〕ヲホコツカより少々
能見へ、大麦・
小麦 也����、此所にて水主市五郎と申者病死す、則此地に葬成、たとへ死たりとも、夢
ニも見す噺も聞さる国
江死
骸を捨置事、いとあわれ
ニ思ひ、又我々
も斯のことく成はてんと、我身くの事を思ひ����は、亦うたてくもかな
しくなりて」皆一同に声をあけて歎きけれハ、彼国の人々
、言葉ハわからねと、実情のうつしやともに袖をぬ
此千里の道中ハ、日本人拾五人ハ三〔壱〕度ニ五人ツヽ
出立いた
し候由、此本文ハ津太夫か咄也、又佐兵衛か申せしハ具ニ□く
ツカト云へるハ、日本
ニ而郡といふ事なり
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らしける、此所に壱ケ月程逗留し、同年七月五日出立する成、此道中は、邑々
多有て、宿継にて通るなり、此
邑々
内に〔○〕トノコウス○アコウチイト言所之人々
の姿形ハ、〔○〕ヲロシヤのいふ
����にあらす、大記���に別也、
衣類は獣の皮や�也�、此道中ソリト言物に乗り、馬にひかせ通る成、道法弐千五百里余有、村々
多けれは、委敷事
を覚ゐす略之也、
一、〔○〕イリカウツカ　是もヲロシヤより代官来り住す、
此所へ辰〔十〕二月廿四日着、家数三千四百軒有、繁花之地」なり、私共拾四人、代〔○官〕より申付、日本
之通使する人之所に居候なり、此所へ着刻、代官ゟ私共壱人壱ケ月分扶持方として金数空
�不文明�被下、 其外
ニ拾
四人
江不残衣類共 下�被下�候なり、此所之衣類は天鵞絨・羅紗何れも縫結なり、扶持方 八ケ年 之内 被下候事、
一、食物は大麦・小麦の粉を餅に致、朝夕是を用ひ、菜の物は豕��・羊���・魚類塩ニ而是を煮て豕��の油をさして塩梅を
し喰ふなり、朝夕餅計喰時ハ、椀を用ひす手の平に置て喰�食�すなり、又魚獣類煮て喰節は、椀に入、膳は飯台成、
瀬戸物ハ至
而麁物
ニ見へ、日本相馬焼に同也、」上〔○品ノ〕物瀬戸類は、他国ゟ来由
ニ而秘蔵するなり、味噌・
醤油は一切無之、
一、塩ハ山奥の井戸ゟ汲、是を煎して塩とするなり、
一、酒は麦ニ而清酒を造、風味殊之外辛酔も甚敷、其外銘物ハ種々
売物に有、他国ゟ来ル也、私共仲間之内、佐兵
衛と申者、濁���酒を麦
ニ而造り、是を商ふて渡世いたせし所、日本流の濁酒風味も格別なり、迚能売てもふけ致
せしなり、
一、米ハ一切無シ、大麦・小麦を畑へ作る、然共やしなひをする事ヲしらす、故に麦の穂、至而小穂、鋤計也、
一、銘酒渡る国ハイシハンツケト云、味淋酒・三年酒・九年酒の類なり���や、」
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一、家作ハ、長拾弐三間、横六七間程有、商人の家ハ石造成、家建る間数丈
ケ地面
ヲ堀�掘�り、四方
ヲ石
ニ而堅め地行を
して、其上へ井桁に組上作るなり、軽き者ハ木
ニ而家を造、身上暮能ものハ、家廻柱とすへき所、石
ニ而以墊
�����上、
鉄ニ而巾三四寸位ツヽ
の貫を通、丈夫成普請人足工数を積れハ大造成事也、
一、大根・人参・ねき抔も有、牛房�蒡�・茄子ハなし、
一、此国の人、昼夜腰を掛て居、夜は床に揚りて寝る也、夜具ハ表ハ羅紗の類、裏
ニ獣の皮を附るなり、高位之
人はソウリト言、又中ゟ下之者は 免�����の皮ヲ附る也、敷蒲団ハ羅紗、裏ハ皮也、中に鳥の羽根ヲ入、厚サ壱尺余也、
殊外温也、」
一、枕ハ長三尺程、獣之皮也、中に鳥の羽を入、長三尺は夫婦弐人定法也、独身者ハ長弐尺之枕也、枕之長短を
定置事、国之掟なり、身を慎ミて妻を持、子をもふけ、家業を元として夫婦目出度命なからへ、長枕
ヲ並へ弐
人寝る様ニと帝王よりの勅定ヲ以斯のことく
�����
なりと言
一、�縁�結ひにハ先ツ寺へ行て和尚を頼ミ�縁�組せんと思ふ女亦男の次第能噺致候得は、和尚男女を呼て曰、汝ハ其
娘を妻にもらい、一生運添、家業を道����らんも���思ふ哉と答�問�、男答て、成程仏���之通りあの娘ならハ女房に致度と願
ふ、然はとて女に向へ、其方あの男を夫ニして、一生貞切ニして勒�勤�め」栄ひんと思ふ哉、女答て、成程仰之通り
左様いたし度といへは���、其時和尚寺の本尊江向ひ何か唱て酒肴を出し、鋪物ヲ敷て其上ニ而盃事有、女の呑残した
る酒ヲ男に呑せ、男之呑残したるヲ女に呑せ、婚礼の式相済、其日ハそれ計ニ而、翌日より親類・朋友呼集め、四
日の間振舞ヲし、殊之外念之入たることともなり、
一、人生て則他���の人を名の親と頼、壱�其�人之名之頭字と実親の頭字と取合、是へ市を付、人の名とする事、国之風
俗なり、私共宿の主ハ、ヨユロイワノ市という也、
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一、夫婦之内、夫死するれハ、一生夫を持す、夫ハ妻死すれハ一生女」生女房
ヲ持す、独身
ニ而暮事也、独身
ニ而暮
者は、生握�涯�人の交り下人の類におもわるゝ
なり、故ニ枕之長短定め置ことゝ
や、
一、正月ハ元日計酒肴にて祝也、亦年越とて出生の日を男女共ニ殊之外祝ふ也、
一、
日
本
水
主
共
申
合
、
十
二
月
大
晦
日
に
玄
米
弐
合
五
勺
買
調
へ
、
翌
日
正
月
洗
米
に
致
、
天
照
太
神
宮幷
歳
神
レ徳
〔下 上〕
・舩魂神
江備�供�へ、其外之諸神献之、彼弐合五勺之米、我国
ニ而ハ銭  両に
�両替�積��  六貫文の割
ニして六百文
ニ当るなり、
彼国
ニ而ハ四拾文
ニ買調、米ハ一粒も熟せす、他国もはるか
�
�
�
�遠国ゟ商売に来る米」なれハ、如斯高直なり、故に
大病人なとへ粥に焚て喰《さ》せ、貧乏者ハ用る事不叶哀なる国也、
一、此所に大河ありて、三日路程川上に 大�大��なる浪����有、此浪����ニ而種々
の魚を漁なり、日本之とハ
�魚�
品替り、異形ニして
噺にも延�述�難���、
一、医師者病人療治する時ハ、薬を口より一切呑せす、水薬を肛門ゟ指入る也、万病共
ニ斯のことくして、肛門
ゟ管をもつて吹込療治する也、
一、此所之男之長六尺程、女ハ少し幼し、衣類ハ中ゟ以上、高官の人は日本ニ而唱る蝦夷錦といへる物を着シ、亦
ハ中〔ハ〕唐より渡る珎物なりとて木綿を着す、以下之人は用ゆる」事不叶高直なれハなり、地の悪き下及�木�綿
壱反といへるハ、長三尋三尺程有、此国の金ニ而三枚に調也、上木綿ハ莫大ニ高直成な�物なり、中ゟ下官之人ハ、
羅紗・天鵞絨之類を常に着なり、染色ハ品々
模様多し、
一、代官所
ニ而下役
ニ召仕ふ者共、サウタト言、是ハ日本之足軽の様成者也、又カサカト言者有、是ハ少人同心之
様成者也、此者脇指之様成物を壱本さし、鞘ハ獣物之毛皮也、高官の人は釼を壱本さすなり、金銀造り、美を
尽たるものなり、
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一、女ハ上下共に耳ニ輪を懸るなり、金銀の細工、又ハ水晶石のさゑくなり〔いたて美なり〕、」
一、日本之仲間之内、儀兵衛と申者、金主を求めて利分ケにして商内を当分致置�居�、其外之者共思ひくに得手勝
手ヲ以、或ハ家普請之日用人足、遠方へ行て漁師の手間を取、津大夫ハ綱を造り何れも賃銭取し仕業なり、細は
���
日本と同浮木ハ丸し、ヲロシヤ人何事も仕業ハ手ぬるく、煙草を〔○好ミ〕休なとする節は、日之暮るも構わ
す、うつかりとして煙艸を呑て居也、夫故私共ヲロシヤ人之三人前ツヽ
皆働キ致候、此所に八ケ年暮居候内、
代官ゟ扶持方ハ其日く銘々
江被下置候故、夫食ハ不足致不申候、衣類着用可致様無之、仍而如斯業を致、下直
成物故に羅紗・天鵞絨ヲ買調へて着用致せしなり、其内ニも丈夫」成物故に、羅紗ハ縫詰に仕立、仕業之働キ着
ニ致せしや、此度持参懸御目候通りなり、
一、寒中は惣身に獣物之皮着シ、天窓ゟ顔迄狐の皮をかむり、目鼻口計穴を明て寒気を凌也、翌年春夏之頃、
段々
長閑ニ成候節、眼口之ふ���ち鼻先なと寒に当り色黒成て朽ル故、薬をせんじぬりて、其愁を除き癒る事妙也、
一、家内
ニ而寒気を凌
ニハ、座敷壱間く
ニ長サ一間半程、横六尺程、高サ五尺程
ニ瓦
ニ而拵たる置爐の様成物に火を
移敷焚き、其瓦之焼たるほとりにて寒気を凌也、振舞等有節ハ、客之来ぬ前ニ如斯心懸待受る也、薪ハ松桜也、
桜に花咲す、松ハ」真直に延び、木之筋ハ小筋ニして桧之ことく、此松ニて造たる箱へ伊勢太神宮御祓舩玉、幷
仙台穀舩へ御渡被置候御諚極印、其外大切なる書物類入て持来り、舩主平之丞方ニある也、
一、夏五《六》月頃、日本之土用中といへる時ハ、漸々
十五日程有、此暑気といゝ���ども日昼�中�袷と単物を着す也、
朝夕ハ綿入ヲ着せされハ寒�����、七月〔ノ〕始より川水氷る也、
一、客来なりし時、客へ茶を出すニハ、茶台ニまけて台之侭客へ出す也、客茶を呑時ハ、茶碗ゟ台へ移して台ニ而呑
なり、台といへるハ皿のよふ成物なり、
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一、此所
ニ八ケ年居候内、見馴聞馴、自然と言葉も覚へ風俗も大躰」覚候所、未二月廿八日、仲間之内
ニ而小竹浜
太郎治と申者病死〔ス〕、其 趣����代官所へ訴けるに、取仕舞金として金五枚、銭弐拾五文被下候、此国之風ニ而永
ク���棺を作り揚こしにて寺へ送り、和尚へ引導を願けれハ、宗旨違なれハ引導するに及すとて経も不読也、他国
者之墓所へ納め《さ》せ、別に諸国之人の墓場有之所へ一同並て葬也、此所へハ先々
漂着致せし此国ニ而死吉�去�致
たる日本人之墓 移������敷あり、何れも国所を書付て有也、扨吉郎治病気重クなり、存命難計と思ふ所ニ、吉郎治苦
しき声
ニ而皆々
を呼集め���、我等に言けるハ、かく重病なれハ、此国
ニ而死る也、何卒命なからへ日本へ帰らんと、
朝夕神仏を祈る甲斐もなき」今死する事の残念也、我死たりとも魂魄ハ則此地
ヲ退
キ日本へ帰りてあるへきや、
各々
とも病気等あらんゆふに身を大切
ニして、命なからいて日本へ立帰給へ、我死たる事とも語りくれよと、
さめくと歎キ、次第
ニ言葉も幽
ニ聞へしが、良ありて念仏二三遍唱て声ともろとも
ニ息ハ絶にけり、残拾三人
もいと心細く成て、皆一同〔ニ〕声ヲ揚て歎キ悲しみけれ、ヲロシヤ人も共ニ袖〔ヲ〕ぬらし、哀なる事����共なり
けり、
一、私共八ケ年居候イリカウツカ〔ニ〕サヽ
寺ハ十七八ケ寺ありける、宗旨ハ切支テイト言宗門之由ニ而、此所之
老人の咄ニも、往古ハ切支丹宗ニ而、色々
の術も行ふと言伝しが、近年に至り相禁られ、宗旨ヲ改メ、不思儀成術
ハ止しと也、出家も俗も同縫詰ヲ着し、其上ニ衣を着」衣の袖も縫詰〔ニ〕いたし、裾計衣の様に広ク、肉食し
て妻と���有、精進之日ハ獣物
ヲ用へす、魚計食すなり、俗家も同し�事�也、寺の本尊ハ神なるか仏なるか是
ヲしらす、
板に絵像
ヲ書て正面
ニ懸け置也、其姿絵、人間
ニ而もあらす、鬼
ニ而もあらす、何
ニもせよわからぬ形
ニ而、俗家
ニも有
て是を信心する也、
一、老人之寝起する時、コスホシン日本ミユウヤイト唱也、此事を如何なる事と尋けるに、其人々
の曰、日本人
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ハ南無阿弥陀仏と言事
ニ同こと也と言、彼の板
ニ書てありし絵像、神か仏かしらされとも、高キ所
ニ懸ケ置て、
朝夕是ヲ念する也、外ニ神仏ハ一円なし、然らハコスホシントいゝ
つるハ、是等なる哉、日本ミユウヤイト言事
ハ言葉は通ヂ聞得けれとも、其之口次不分也〔不分明なり〕、」
一、暦ハ万年暦ニ而、何年終ても不替用ゆる也、壱ケ年ハ十二〔ケ〕月、又壱ケ月�月�といへるも三十日なり、しかし
毎年二月ハ廿八日
ニ而一ケ月と定、夫より廿九日もあり、又三十一日もあり、閏月ハなく、時候の節
ニハ日本と
ハ大
ニ違ふ也、春秋の節なく、夏計少有、極寒国也、暦之文字見わけ不申故、噺にハ延�述�かたし、私共日本ゟ流
れて海上に半年余も漂流致ける〔○〕ハ死するハ
�間�今日�死����〔△〕、明日ハ死るかと思ひて、生たる心地更ニなき故、日月
ハ何成哉わすれ候故、ヲロシヤ国〔ニ〕居候間も、何卒日本へ帰りて月日の違ハぬ様に致度、三ケ月
ヲ見てハ
三日と定、満月ヲ見てハ十五日と定、壱ケ月ヲ大の月と定、次の月ヲ小の月と致、壱年ヲ三百五拾四日と定、年数
ヲ暮しけれハ、閏月もしらされハば 
�桁��」三年至てハ
��壱度���閏月
ヲ入、其年十三月
ヲ一年として段々
月日
ヲ送り日数
ヲ繰て長
崎へ子�子�九月六日着しける故、今日ハ六日なるかと長崎人江尋けるに、五日也と答ふ、一日違ひ残念に思しなり、
一、ヲロシヤ国に拾ケ年暮居候内、地震ニ逢ひ候事覚なし、彼の国の老人中ニ而地震之事ハ書物ニハ出し有とも、生
涯ニ覚不由咄申候、
一、婦人の針����箱に有し猫の尾程
ニ而、鼡の尾のよふ成
ニ、毛のはへたる長サ五寸程の獣物の尾ありける
ヲ鼻
ニ寄てか
くに、其匂へ甚しけれハ、是ハ如何成物と女に尋けるに、麝香之尾也、衣類
ヲ入し箱
ニ此尾
ヲ入置ハ、虫を凃�����き
事大妙也、半分やらんと言けるを、何
ニも成ましと〔○思ヒ〕いらんと言けれとも、日本
ニハ虫を除
ニなる 銀杏
������
の葉ハ 深山
����物沢山�ある故、」いらんと申せとも、女一円わからぬ���故、是非なく手ニ而仕方を致て〔○見セ〕いらんと断
申也、長崎ニ而麝香の尾を遣わさ
�����
ぬ事を噺けれハ、夫〔ハ〕残念成事〔○ナリ〕、日本ニ而ハ多の金ニ成と申されし
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也、慥ニ日本へ帰事と知ば、年数暮内ニハ種々
の珎物も求めん事やすけれとも、帰国〔ハ〕ならぬ物とあきらめ
居候故、珎物〔モ〕持来らす、残念多事共也、
一、いまた夫を持さる娘ハ不義ありとも、是をかまはす嫁入して、夫を持て不義あれハ夫是を許さす、娘縁組し
て婚礼之時ハ白き衣類
ヲ以娵の里へ行、所々
礼をのへて、大き
ニ祝ひて帰る也、其衣類
ニ何そしミ付てあれハ、
双方の親達格別ニよろこひ申事也、
一、ヲロシヤの女ハ乳ハな
二く出事
一〔ナシ〕、子其
ヲ育つるに牛の乳
ヲ器〔○物ニ〕取」て𥿻����よふ物ニ
������乳房ほとに
包、子供ニ吸〔○ハセ〕育る也、又牛之子ニハ麦��の粉を煉りてくわせ育る事、国中一統如斯也、
一、茶は上品ニして極上の茶也、人々
茶を呑む時ハ、牛之乳さして呑む也、
一、火之事も日本と同し、数度火事も見申候、石の家作
ニハ火事なし、二階之火事を三階
����
ニ而ハ知さる事、大家
ニ
ハ有事也、木造の家ニハ度々
出火の模様日本ゟハ至てうとき物也、水は竜頭水ニ而は土懸ル計也、竜頭水〔ハ〕日
本〔ノ物〕とハ水の 登�����格別也、勢〔○ヒ能〕見得申候、
一、日本人の子種を取事を好也、然共宗旨〔ヲ〕替、其国之宗門
ニ入されば、縁組成不申候、日本の子種ヲロシ
ヤニも数多有、私共漂着致たる事ヲ聞て、父親之国なつかしくも有とて来りて色々
の」事、其思ひくに尋也、
一躰ヲロシヤの人ハ眼中すミやかにして、瞳・髪毛共黒シ、是ニ而わかる事なり、
一、代官所ゟ罷出候様被申渡候間、早速罷出候処、今度都ゟ早飛脚
ヲ以申来り、日本人に御用之義なり、早々
出
立、道中昼夜ニかきらす罷登〔○レ〕と帝王ゟ被仰越候間、明日此所ヲ出立■被致段、申渡され〔ル〕也、
一、夫ゟ皆々
宅へ帰り出立之用意
ヲ致、此所
ニ八ヶ年居候事故、銘々
熟意
ニ致候者ヘハ、夫々
暇乞抔致、佐兵衛事
ハ麦酒ヲ売残りたるを取出、儀兵衛ハ小麦餅ヲ拵ひ、豕の油ヲ入て焼て商ひせし故、是も不残取出して皆々
江振舞、
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たかひに格別の名残おしミ而袖」をぬらして出立せし也、
一、代官所
ニ而車を用意致、其車の上に箱の様成もの
ヲ置て、其箱に日本人弐人ツヽ
、右壱
ツ車
ヲ馬三疋或ハ四疋
ニ而
昼夜引せ、宿継
ニ而通る事也、案内の役人同シ車
ニ乗、同道せし也、其車之早き事、飛かことく、食物ハ麦の餅
を多く車之内に心懸持参して、餅
ヲ喰、水
ヲ呑、休事なく通る也、イリカウツカを出立之日ゟ二日程通行《致》
内
ニ、清大夫・清蔵弐人之者共、車のおとる 響�����に熟乱して臓腑痛ミ、遠路行事不叶して、其次第案内之役人
江
委細申上、是非なく此所ニ残置、此両〔○人〕、定而イリカウツカイ帰るへし、夫ゟトホリツカイ道法凡日本道ニ
して四五拾里も可有様ニ覚也、」
一、トホリツカ　代官来りて支配する也、
此所
ニ一時半程居候故、委細敷事ハ不知、獣物の皮極上の物出る所之由承り、家数弐千軒程有、此所
ニ而清大夫・
清蔵病気相成残置候故、イリカウツカイ帰りしや、今頃ハ都へ出し候やしらす��哉�、
一、ベリマノ
代官来りて支配する也、
此所
ニ而炭を焼也、其炭ハ石
ヲ焼て炭とする珎敷事也、銀三郎と申者はしかを煩ひ、行事不叶とて此地に残し置
なり、此者壱人見すしらすの土地へ、病人独り残す事、いと哀に思ひけれとも、逗留する事之成されハ、互
ニ
袖ヲぬらして別し也、
一、ガサンニ　代官来りて支配する也、」
此所家数千軒程有、昼夜宿繾�継��ニ而通ル故、道中不■��取、此所之事も委敷不知道法、
一、ムスクワ
此所ハ日本ニ而ムスコヒヤト唱る所と言、往古ハ此所帝王の住給ふ都也と言、上品成織物、綿或ハ羅紗・天鵞絨
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の類産物、此所ゟ出る由ニ而承り候、此道中筋ニ稀成繁花之地也、此所に大ニ成鐘有、大地へ落て有、自然と埋り
候哉、外の土地ハ余程〔○〕廻り
�������を石垣にして有故、其内へ下りて見〔○不〕申候、日本の鐘より長短く見
へ、七尺壱間ニして五間四方程の垣の内ニ有、四方廻り鐘と垣との間三尺計も明て有共、摺はらひ見受候、長崎
ニ而御尋
ニハ、鐘の口差渡何尺計りと見受候やと仰られ候故、凡四間程」と見請候由御答申上候得ば、能見積り
しや四間弐尺あると仰られ、此所ニ大き成石火矢三挺あり、筒口三尺、長三間計と見受候、此石火矢、鐘ニハ何
か様子あるよふニ及聞候といへとも、委敷事も不承り出立致せし也、何れ之村々
にても其所へ着せぬ先ニ、人馬
を集待居候故、不隙取出立せしなり、
一、ビセリホロカ
陸地道法七千里有、
此所ハ帝王の住給ふ都也、町数ハ不知候得共、江戸半分位ニ見受申候、王の屋形ハ城の■�ふニも見得す、堀塀も
なく町家の裏通平地ニ有、或�弐�町四方之屋形五階作り也、二階め三階目ニ馬場、或ハ����山・泉水・並木も有、四階
目・五階目へ登りて見れば、」硝子
ニ而作りし牡丹畑抔有、其外色々
の作り花なと有之、美敷事申尽かたし、
段々
と五階へ登るにハ、栄螺堂之ことく廻し���て、登り口の間〔ノ〕所ニ有番人共詰居て厳敷制、其普請善美ヲ尽
したる事也、鋪物なく板敷ニ而、板〔ハ〕諸国之銘木ヲ細かに寄木ヲしたる物也、
一、帝王の御名ハヲリキサンタラハウラ市コリタリト申也、私共拾人、王之御前〔エ〕罷出候得は、宮中
ニハあ
またの官人烈ヲ正し、威儀厳重ニ相詰たまふ、座の傍にニコライハイトロイチレサノフト言人詰居、是ハ高官之
人と見へし、彼人々
並居たる脇ニ、伊勢国白子ゟ先年流たる舩頭幸大夫舩之水主壱人、此所ニ日本之通使�詞�に被召
抱置」たる由
ニ而詰居たり、帝王ハ日本之曲彔��のよふ成物
ニ腰をかけ居給ひ、御傍
ニハ后共ニ
���
御国〔同〕席成、
帝王之外余多の官人ハ何れも立て居たり、私共拾人ハ膝を打て座しけれハ、通使�詞�之者立と言ける故立て
イリカウツカゟヒ
セ
リ
ホ
ロ
カ
マ
テ
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居候処、王之仰らるゝ
様ニハ、汝等日本陸奥国の者なる由、はるく遠き此地ニ流れ来りて嘸や難儀を致ぬるや、
舩
ヲ用意して早速
ニ日本へ送り届候間、帰国可致と仰ありける故、是ハ夢かやうつゝ
かと嬉しさに言葉も不出、
良ありて私共四人寒風沢浜津大夫・儀兵衛・佐兵衛・佐大夫、難有仕合
ニ奉存候、拙者とも何卒日本へ帰国仕
度と申上けれハ、帝王聞し召れ御座立せ給ひ、私共の居る所へ立寄らせ」御手〔ヲ〕出し、四人の天窓を三度
ツヽ
撫て玉ひけるハ、日本国
江帰り度といへる事之やさしき事也、不残六人之者申上けるよふは、私共ハ海上
に永ク漂流致、既����ニ死可を、斯����助命、今又日本へ帰らんとて行先も知れぬ遠き海上
ヲ無難
ニ而日本へ帰る事之難
計されハ、此地
ニ止り申度と申上けれハ、勝手〔ニ〕可致とて、六人之者方へハ見向もし給はす、通使�詞�之者に
仰付らるにハ、四人日本へ帰国致候者にハ、屋形の内不残見物致させ���へし、其外古跡等迄見せる様ニと被仰付、
通使�詞�之者案内
ニ而五階迄登り見物致候也、其結構美を尽
二し言語
一に延�述�かたし、其後私共四人
江壱人
ニ付金弐拾枚
ツヽ
、幷衣類、腰提の時計壱ツヽ
被下候也、」帝王に三階ニ而御目見いたせしなり、
一、帝王の御前へ罷出候節、帝王の御母公幷御后
ニも御同席也、御母公・后之装束ハ、蝉之羽之様成薄物へ、金
銀
ニ而蝶なと
ヲ縫ひ付、光りかゝ
やきてまはゆき程の衣裳也、后は御年未〔タ〕拾六七才と見へさせられ、いと
やさしき美女也、
一、私共イリカウツカニ八ケ年居候内、日本へ帰し可被下沙汰なきはいかなる事そと、通使�詞�の者
ニ尋けれハ、今
の帝王之親君 た��� 至�����而病身成人
ニ而、国の掟たに不構、況や他国人を返すへき沙汰のなき故、斯�����ことく打捨置
〔○レ〕たり、此王死去 して
������後、 今の帝王の代に及し也、然ル所、今の帝の祖母公、女帝
ニ而国民
ヲ憐み、」伊
勢国舩頭幸大夫、此地ゟ水主〔○廿二〕廿三人、松前迄送り届被下し也、此度ハいかにとなれハ、日本人
ヲ送
り届遣して、其心ヲ元として日本と情愛ヲ結ひ、日本之米穀をヲロシヤ国の産����物と交易せんとの思召也、今の帝
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王ハ国政
ヲ元とする人なれハ、日本も���情を結ひ、米穀
ヲ求めて我国之民
ヲ憐ミ、粮のとほしき愁
ヲすくわん事
ヲ思
ひ立し����故〔○也〕、俄
ニ舩
ヲ用意して日本へ送り届けるとの評議極りけると也、今の帝王の御志し、国中之者感
伏�服�せし様子也、其頃、帝王の御年、日本暦代享和三亥年二十四五才ニ見へニけり、人愛よく仁徳ヲ行ひし人 〔ノ〕
様ニ唱へし也、
一、帝王之屋形之内、三階目て���種々
珎物有、世界万国之人ヲ干堅����めて」有、其外鳥獣魚何ニよらす珎敷、変なる形
の物ハ臓腑ヲぬき、酒ニ五日ほど漬て、其後日〔ニ〕干堅め候得は、何百年置ても朽る事なし由、世界万国人之
内ニ日本人も有、百三十年以前漂着、陸奥国気仙舩之者、此国ニ而死去致せし者壱人、干堅めてある、其物衣着ヲ見
れハ、地ハ千単色
ニ而丸釼かた
����ばミの紋付
ニ而、格子
ニ刺たる木綿之袷
ヲ着せ、曲彔����之様成物
ニ腰
ヲ懸させ置也、其内
ニ珎敷物ハ二面之人干堅めてあるなり、
一、日月は遙に南ニ見へ、北極星ハ天窓の上ゟ南ニ寄て見ゆる也、所ニよつてハ五月頃 ハ����八九月頃迄ハ夜中殊之外
あかるく、細字も読め申候、ヒセリホノロカの辺ハ格別見へ候よふ〔ニ〕覚申候、」
一、帝王之遊覧��として風舩
ヲ拵ひける、其風舩ハ丸々
指渡四間程に骨を組して、紙なるか𥿻なるか薄き物を張、紐
弐本に舟を結付、其舟に弐人乗、上へ登る事遙にして、鳥程〔ニ〕見〔エ〕ける時、風様に不構何方へ成共可
行と思ふ方へ飛行也、帝王ゟ御差図之方へ飛行ハ、 褒美
ヲ被下ける由也、里数ハ知れす候得共、彼風舩
ニ乗た
る者共、四日路程〔の〕遠く〔へ〕行て帰りし由也、長崎へ着舩逗留中〔ニ〕、ヲロシヤ之人々
、椛に竹
ニ而骨
組して、上
ニ紙
ヲ張拵候故、私共申ハ其風舩之様成物、日本
ニ而ハ御停止也、御役所へ伺ひ不申
而ハ、上る事不叶
と言ひて、其趣御役所伺けれハ、椛なれハ不苦と仰ありける故、彼風舩
ニ   藁����火
ヲ焚、烟�����ヲ多ク込て上けれハ、
元舩の懸り候所より町家」迄壱里半程もあらん〔と〕思所 へ���町家の屋根へ落けれは、烟�����は移�夥��敷立登りけれハ、
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町家之人々
火事と思ひ大きに騒けれハ、火事にはあらす、風舩の烟�����りなりとてしつまりし也、
一、芝居も有、舞台ハ丸く作り、上は硝子障子也、桟敷ハ土間もあり、やくらもあり、何れも腰懸あり、後〔ロ〕
程高く、前之幕は無、内に計幕七
ツ有、此幕
ヲ壱ツヽ
上へ揚なり、日本之
狂言之節ハ、何や
らわから����■不申候、
一、小人嶋之人々
とて、帝王ニ而彼小人壱人召抱置れし也、長弐尺程有、声も小音也、人品よく見得て、ヲロシヤ
国ニ久敷居候由ニ而、其所之風俗も覚へ、言葉も同し也、年ハ弐拾七才也由承り申候、〔一〕躰、小人嶋ハ年」齢
ハ弐拾四五才ヲ限り候得共、此者は長寿成由承り申候、
一、四月ニ成、少シハ長閑ニも成候得は、上下之人々
多ク入交、絶景成所へ遊ひに出男女群集して、閑事有、水車
のよふ成物に人乗て廻され椛也、何れも銭
ヲ出て是
ニ乗なり、其外酒肴・弁当
ヲ持参し、戯
ニ而遊事ハ何国も同し
事也、
一、所々
に水車ありて、摺�石��臼ヲ仕懸、麦ヲ粉に挽也、
一、海鼡ニも少々
〔○アリ〕蚫ハ見へす、惣して貝類ハ一円無、
一、鳫之よふ成鳥あり、真黒ニて頭ハ白し、鳴声は鳫ニ而少シしかミ声也、
一、十路盤ハ五玉、言訳もなく上下共ニ五宛有ありて、一桁ニ玉十ヲツヽ
ある也、
一、舩
ヲ造る
ニハ、木
ニ而骨組して獣之皮
ヲ張り、此獣物牛の様成物
ニ而、海」中に住也、角ハ長サ弐間程ある象のき
ばに似て居也、長崎へ多ク渡て是ヲ象のきばと言��て商ふ由也、小舩ニ艫は無、櫂計用也、
一、帝王之涼場なる由ニ而長弐拾七里、引続きて海道の真中ニ切石ヲ敷、北之方に弐拾七里引通の堀ありて、水流る
也、堀之 倒�側��ニ 駒����除のよふにして、同里数に鉄ヲ付てある也、南之方、是も同し里ス
����にて引続て色々
の植木鉢あ
角力揚〔場〕ノことくして、家の内丸
く作りし物也、女形ハ女かするなり
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り、松・椿・柳・樒・柊之類也、植木鉢之前通
ニ硝子之障子
ヲ引通しに立並置て、彼植木之見透る也、誠
ニ私共
始て見たる時ハ、目を驚かせし也、
一、権衡ハ棹の真中へ緒ヲ附、両方ニ皿かね有、分銅に貫目甲乙ありて天秤也、」
一、帝王の御幸之時通り給ふ道筋へ、往来之真中に幅壱間半程
ニ切石
ヲ敷置処之町家、下々
の者は敷石之上
ヲ通る
事不叶、両脇ヲ往来する也、帝王御通之節ハ、人留等も無、鉦鳴、鉢其外鳴物ヲたゝ
きて通り給ふ也、
一、伊勢国幸大夫の舩之水主壱人、名は新蔵と申者之由
、此所
ニ住居して帝王ゟ金弐百五拾枚被下置候
て、日本之文字ヲ教て、其頃手習ひ師匠致、子供拾四五人預りて居ル也、此度私共之通使�詞�ヲ勒�勤�■褒美として、金
百弐拾枚まし被下候由ニ御座候、此者代官役之者ゟ器量よき娘ヲ貰ひ妻に致、其頃ハ子弐人あり、惣領ハ女ニ而拾
弐才に成、母親
ニ増勝たりし美人也、男ハ」男之子ハ四五才と見受申候、彼国
ニ而ハ格式よく暮し居ルなり、此者
彼之国ニ居合候故、万端言葉も分りしなり、
一、右幸大夫舩水主之者、外
ニ壱人居合しか、私共逗留之間
ニ此者病死致、長き棺へ入て揚こし
ニして者寺へ送り、
和尚引導せしなり、
一、帝王之菩提所寺之来迎柱は、長サ八尋程、丸みハ壱丈弐尺程あり、水晶石成由、此寺ハ長七尺五寸之銀の仏
も����、是ハ彼の本尊と見へし也、
一、遊女町多クあり、家作ハ善美
ヲ尽し、結構成事噺
ニも延�述�かたし、傾城之風俗一入別也、粧ひかさりて見せ
ヲ張
て居る也、通使�詞�」者
ニ承り候得ば、客行て我心に叶たる女を見立、サガといへる者に逢て、あの女て����遊たしと
いへは、サガ
所����持て、不思
ヲ取遣して後、床入也、夜具ハ彼之日本
ニ而言蝦夷錦の類也、裏
ニハ獣物の
皮
ヲ付、枕の長サ弐尺八寸也、町家之枕ゟ弐寸短し、其故ハ傾城浮世遊ひの枕ゆへ短しと言り、男女混張合の
前之日本之通使ニ
召抱られし者也
サカト云ハやりての
よふ成者ニ而女なり
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時ハ、女の足計搦めて手ハふらりと投て居ると言、是ハ至極念《入》たる訳ニ而、初て逢し客へ不�無�礼なり迚如斯
也、通使�詞�之者ハ日本の伊勢之国の者なれハ、心置 なく此事ハ如何成訳そと問��ひけれハ、日本之遊女始て逢し
客に���下紐
ヲ解さると同事〔○ ニテ〕心中に慎ての事也����、客之方ゟ手〔ヲ〕揚給へといへハ、御意
ニ随ひましや
うと 言」て手
ヲ揚る由也、
婚礼床入の時も手揚る事なしと言、是ハ一生添
不可、夫たる人々
、色欲の深き者と思われん事
ヲ慎て也と言、一躰ヲロシヤ国之婦人ハ、男に心安く馴染厚ク
放 □�逸��ニ戯れ、遊事
ヲ好む由、陰気強き国故、色欲に心乱れ恨嫉の心も深く有けるより���、陰国なれハさも可有事
也、通使�詞�之者咄しけるとなり、　　□ハ一切なし
ヲロシヤ国の言葉荒増之事
一
二 
三 
四 
五 
六 
七 
八 
九
十 
百 
千
金一枚
銀壱枚 
銭壱文 
」
金　　　
銀　　　
、表裏銘同断、
銭　　　　
拾文銭 
五文銭 
弐文銭 
壱文銭 
弐分五厘銭もあり、
日��輪 
月 
雨 
風 
火 
土 
王の名 
人 
役人 
申上ルト云 
聞せ
玉と云を 
家 
金 
銀 
銭 
銅 
神仏 
寺 
男 
女 
木 
海 
川
山
雪 
寒 
大工 
鍛冶 
鋤 
金物 
椀 
茶椀 
盃 
米酒 
麦
牛
馬
墨
茶 
」　紙 
筆 
大根 
人参 
ねふか
草煙 
此一条不礼也咄故、書載へき事にハあらされとも、かの国の風俗、津
大夫か咄の侭記置なり、其外をなしき事共あれ共不作法の事故除しなり
ヲ〔ゼ〕ン
ゾロウト
テイセツ
ヲロツフ
セイセツ
ゼウヱ
ヲヽセム
セイム
セイミ
ビアシ
チヤテ
ラ　イ
テムイ
ドウ
ヲゼン
ヲセン
カイカ
ヲゼンセ
リ  フ  ロ指渡七分程、厚サ日本之小判ゟ薄し、表に王の夕江肖〔名アリ〕、裏ニ此金の出ル暦の歳号あるなり、此金
ヲ銘々
弐ツヽ
持参し候所、長崎ニ而御引替相成、金壱枚ニ付銀弐十四匁余之相場ヲ以、代金御渡被下候事
指渡壱寸程、
厚
サ
同
断
差渡は壱寸
三
分
程
也
銅にてめ
と
な
し
差渡五
分　程
差  渡  五
〔六〕分程
差渡八
分　程
ヲツカ
シウ
コロジ
ニチ
ツチ
ヲリキサ〔○ン〕ダラ
ハ○ウラ市ユリタリ
チムウ
ヲキニヤ
ホユタ
トウシ
メイセツ
ヲソン
ソウ
レカ
モウリウ
セリツ
アンシナ
ムセリ
セリコフ
ボウホ
メイツナ
センキン
セリフロ
ワロトウ
トウマ
ツカセウ
コロハ
ウイナ
リヨンカ
キヤユチヤ
アンシカ
チヤア
シカ
ノウセキ
サストハ
ユチナ
イジ
マシテ
レヨイ
シトテ
ノウ
スフナ
〔ネ〕アカ
ナカラウ
タンバ
アコ
ロツユ
モロコウ
ウイチカ
鳥羽ニ
テ書也
フマアカ
チヤ、日
本ト同
チリニサ
コウニ
ユロワ
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きせる
金きせる 
寝ることを 
起■
花ハ
座敷 
障子 
筵 
枕
博奕 
一、私共初発ヲロシヤ国へ漂着致、ヲンテライツケと申所ゟ商人舩ニ而都之方近き所へ参り候も、商舩之舩頭に助
られ候故なり、帝王此事を聞召、大きに御喜悦し給ふ、彼舩頭ヲ被召出、日本人ヲ助けたる御褒美として、ヲロ
シヤ国中商人之惣頭
ニ仰付られ候なり、私共ビセリホロカを出立之時、此商人之家へ罷越、助られたる礼
ヲ致、
此家にて其夜一宿致、翌日此所出立也、
一、ヲロシヤ国ニ而も霊魂成き六月之内、家内之者菩提所寺へ不残」参詣する也、日本之様に盆棚をかさる事ハな
し、
一、他国ゟ敵之兵舩押寄来る事
ヲ、坊�防�戦之用意として備舩あり、長サ百間余、五階に造、石火矢弐百六拾弐挺仕
掛あり、乗出時ハ人数千五百人乗之由、麻綱の太���廻り弐尺八寸あり、鉄錠ハ弐ツつめ也、貫目凡六百貫目程
ハ���見受申候、其外ハ小舩ニ而十人乗、五百人乗も有、何れも軍舩也、私共八ケ年イリカツカニ逗留之内、外国ゟ
敵兵両三度押寄来る由、海陸之備ヲ立て防戦し追ちらして、軍ハ勝利ヲ得るとのことなり、
一、ビセリホロカヲ亥年六月十五日出立、川舩乗、道法弐拾五里程参り候得ハ、同日夜カナシタと申所へ着し也、」
一、カナシタ　大湊也、
翌十六日、此所ニ而元舩ニ乗り移り同所出舩、海上《渡海》也、未申走、道法弐千百五拾里余行て、コツエ〔ベ〕
イカワニ着、
一、コツエ���イカワニ　別国
�����云なり、国王住ス、
此所家数壱万軒程あり、諸国之商人舩出入之大湊なり、繁����花之地ニ而家作もビセリホロカト同様也、寒国成共少
ロカウ
シカ
ヲユシカ
コウシ
ンス
日本ニヲナジ事、
タンホヽ
計花咲ン
ヲタワイ
スツハリ
カンサ
木ニ而拵たるヲト
ロ〔フ〕ユウト云
カルタハア
ウヽルタ
ホトシカ　
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しハ長閑ニ覚へ、遊女多く有、私共乗来りし舩ゟ商荷物此所へ揚、代呂�品�物〔ト〕取替ニ致、亦此所ゟ大麦・小麦
之粉、幷
ニ魚獣之飯料積足し、同年七月廿八日出舩致、アンギリツケト申所へ未申走、海上道法千五百里余な
り、」
一、アンギリツケ　別国ニして壱ケ国也、嶋也、
此所、同年八月九日着す、家数四千五百軒��程有、此国之都ヘハ此所ゟ七日路ほと隔り候由承り申候、同月十二
日、此所ヲ出舩致、カナリヤツケイ海上道法千九百里余己朱�午��走、
一、カナリヤツケ　別国也、                                         
此所、同年九月三日着、此国に馬なく、鹿
ヲ馬之よふに遣ふなり、日本之鹿ゟ形大きく、角ハ日本あれとも枝
多クありて、枝へ枝か附しなり、人也���乗り、荷物駄道�送��する也、毛ハ赤白黒色と有、同所
ヲ同月九日出舩、海上
道法千九百里余、南アメリカイ江走、此渡海之真平�中�頃ニ而、ヲロシヤ国之舩頭申ハ、曰此所世界之真」中也とて、
其日は舩中酒肴ニ而程�祝�義致ける事也、己午走、
一、南アメリカ■　国の惣銘也、但天竺共言也、
アメリカ之内ヱカラレ
����ナと言所へ、十一月上旬着舩付之湊也、此所之人真黒也、男ハ象股引之様成物
ヲ着し、
腰ゟ上は裸
ニ而衣類不着、女ハゆもじする也、裾広ク腰之廻りひだ
ヲ取也、扇子・風呂敷之様成物
ヲ掛
ケ、胸
ニ而結
ふなり、天窓ハ ヲ���ホツ也、上へ登る事妙なり、此国暖国ニ而夏計有、冬ハなく米・大豆・小豆諸之新穀能熟し、
水車
ニ而昼夜搗也、諸木の実、壱ケ年
ニ弐度ツヽ
登る、唐辛�����ハ壱度植れハ三度花咲きとると言り、日本之茶之木
之如し、米多あれとも如何成事にや、唐き����ひ
ヲ粉にして煉て常」に喰也、家造ハ石造も有、柴
ニ而作るもあり、
屋根ハ桜の皮 ヲ����葺也、雨戸・障子一切なし、言葉も別言也、此所ハ釈迦無�牟�尼西土
�����修行なされ、年久敷居給ふ
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所なりと言ふ、又此所釈師
�釈迦�の誕生なされたる所なりとも言なり、
一、此所にホロトカリツケと言所ゟ来て妻子を持黒人之交り居るもあり、此人ハ色白し故に、黒人之内にも薄黒
き人も見ゆるなり、然は黒白之人混張合して、はらめる子也と言なり、
一、椀����は椰��のからを用ひ、箸ハ無匙��を用る也、木綿に織錦ハ木ニとるなり、
一、此国に猿ハあり、色真黒
ニ而尻尾長し、枝
ニとり、彼の尻尾を木之枝々
〔ニ〕からミ付、ふらりと下ル���也、山
亀とて六角成亀あり、亀の甲二重なり、」
一、此国に四十四五日逗留致し、水なと扱、薪
ヲ取りて亥十二月廿三日出帆、マリケイスケと言国へ走、海上道
法壱万九千里余、未申走申候、此海上渡海之間ニ而ヲロシヤ国之舩頭咄申候ハ、是ゟ戌亥走れハ、小人国へ行也、
辰巳と走れハ女人国へ行なりと言ふ、其外諸之外之方へ指差して教られけれ共、不覚也、小人嶋・女人嶋ハ、
名ハ兼
而聞及居候故、指さして教ひられし方角忘さる也、私共長崎へ着致し候節、アメリカ
ニ而取たる薪之���遣ひ
残りしを見れハ、不残紫檀ニ而ありしなり、
一、マリケイスケ　大人国なり、
此所に子四日
�四月��着、人の長七尺四五寸ゟ八尺位もあり、女も六尺」余あり、暖国ニ而丸裸衣類一円不着、男ハ下帯
もせす、男根之先
ヲ細き糸
ニ而結ひ置也、女は腰〔ニ〕細き糸を結ひ廻し、其糸の木の葉之�草�葉
ヲ結ひ付、玉門
ヲ隠
なり、夫を持ミ���女ハ他之男と不義ある時、彼前
ニ下ケたる草之葉
ヲ取て把させしを、夫是
ヲ見付る時ハ其罪ゆる
さす、女人嶋へ流罪に行事、此国之掟なり、草之葉を懸しまゝ
にて把させしハ、内分ニ而ゆるすと言、長崎へ着
舩して御奉行所へ私共被召出、段々
御尋之上、大人国之儀
ヲ申上候処、其国出舩致、間もなく海中水色替り、
真水成所を見当り申さすやと御尋あり、其��処は心付不申と申上けれハ、御役人中被仰候ハ、其海上
ニ天竺之」
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竜砂川あり、帰国ニ心急きて心付すして見当るまじ��、彼大人国ハ天竺之内なりと仰あるなり、
一、マリケイスケ
此所ハ住家もなく、常に川水に入て居るなり、水ニ労れたる時、岩間に入寝るなり、骸に色々
の模様ヲ入墨して、
衣類着たることく見ゆる、食物ハ諸木之実ヲ喰ふなり、椰多くありて、是を常 喰�����とす、此国之人、往古ハ喰物
に飢たる時は、縦親子兄弟たりとも互ニ討殺し喰ふて�言ひ伝ひし、近年諸国商舩往来して、外国之作法ニ自然と
恥る心もありけん、其事止ミて、人死たる時、親子たりとも其死」骸
ヲ切割、皆々
寄集て配分して喰ふと言、
しかれハ鬼神ことく国なれハ、おそろしき事なり迚、私共乗参候ヲロシヤ国の舩頭下知して、彼大人の居あり
さる��所へ行て水
ヲ汲取りしか、間もなく大人出て来て斯坊�防��す、彼の大人
ヲ寄付しと石火矢
ヲ数挺打懸く、水を
取て此所出舩したるなり、カムサスカエ海上道法失念致候、 
一、
カムサツカ　ヲロシヤ国の支配代官住ス、
此所ハ去ル卯年ヲンデライツケゟ商人舩
ニ而ヲホコツカへ送られし時、此所之沖合
ヲ通りしなり、大麦・小麦を
ヲロシヤゟ送由ニ而、少々
あり、其外ハ獣物・魚ヲ常の喰とする也、此所ノ人ヲカミシヤタ」と言、此地ゟ松前へ
海上も能続たる所なりと言、松前の箱館迄日数廿日程走れハ、着舩する由
ニ而御座候、此所
ニ三十日程逗留し、
子八月五日出舩、三十一日目ニ而長崎へ着舩したるなり、此カムサツカゟ長崎迄の海上ハ、東海ヲ通舩するなり、
其故ハ、是西の方
ニ当テ陸奥国金花山あり、亦此海上ゟ西の方へ五日程走れハ、日本之何国くへ着すると言
し也、ヲロシヤ国之舩中之人数ハ、八拾壱人之中に天文地利�理�ニ委敷人ハ勿論、医者師其外諸職人ありて、舩中不
自由成事ハなし����着也、海上ニ而難風時他
����抔ニ逢ひ候節ハ、時他立さる以前ニ其用意をするなり、亦此風ハ何時迄吹
て止と言、時他□ことく時を」限て見極る也、段々
と走参、高キ山の見ゆるハ、アノ山ハ日本之山成が、何国
石火矢ハから筒ヲはなし、マリケ
イスケの事ハ奥ニくわしくあり
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の山なりと問れけれハ、年久敷他国〔ニ〕居、山の形も見忘れ、殊に見馴ぬ山なれハ、知らぬといへバ我国の
山
ヲ知らさるとて、舩中
ニ而大きに笑われし也、さりなから知らぬ事故、此山ハ何国之山なりと尋けれハ、薩 磨�摩�
之国之山なりと教へられしなり、夫ゟ山近く舩を寄て、長崎之方へ䑺廻り、長崎への案内しれぬとて、入口に
一昼夜舩をまきり走居候所、長崎ゟ小舩壱艘乗出し、何国之舩なるそと御尋ありける故、私共罷出、漂流之次
第、ヲロシヤ国ゟ送来ル事、荒増申上けれハ、右之小舩早々
乗戻、又壱艘乗出来りて、」元舩に懸り揚を案内
致し、伊王嶋へと申所へ碇
ヲ卸し滞舩致居候内、其日ゟ昼夜、長崎
ニ而海陸之御備厳重成事と言ニ�葉�述難し、ヲロ
シヤ人も皆々
目を驚し候様子ニ而、扨々
日本と言所ハ厳重成備なりと申けるなり、
佐兵衛ゟ聞書
一、ヲロシヤ国ニ而壱里と言は、七尺壱間ニして、五百間を壱里と唱ふるなり、日本之六尺ニ直して五百八拾三間弐
尺に成、六拾間壱町にして九町四拾〔三〕間弐尺ニ成なり、
一、帝王之活ふ揚
�涼場�
弐拾七里引続てあり、堀 之���内ハ弐間程、左右之堀端は石垣なり、堀端之手摺商高サ三尺五寸程
あり、〔○手〕摺の太��サハ弐尺三寸位ニ而、不残鉄也、右堀之水と�面�ハ、差渡三拾間」程之池なり、水庭は、石灰ニ
而たゝ
き也、南之方之���同里数ニ硝子の障子ヲ立、後口に種々
の樹木鉢ヲ並て見得すく様ニして、美麁�麗�成事言語ニ述か
たし、
一、西瓜・真桑瓜之類畑に作り、其廻り箱
ヲ 指�作��、上へ硝子障子を掛
ケて、硝子之上ゟ眺めてたのしむことなり、
商の�売�為に作たるにあらす、寒国故、不熟なれハ、食するにもあらす、高位人又ハ商人ニ而ハ有徳なる者の歴々
作
るなり、日本ニ而鉢樹を楽と同事〔也〕、
一、木は松・桜計り也、其外柳・柏之類ありとも、大木なし、家作舩〔等ノ〕材木も、松・桜ニ而作るなり、松ハ
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五葉
ニ而九月頃落葉する也、二葉もあれとも小木なり、草花はたんほゝ
・なてしむ���の類」あれとも、至て短し、
草木く�之��花ハ一切見当り不申候、
一、ヲホコツカゟツ����ユウツカへ千里の道中ハ、途中
ニ人家一円無ゆへ、喰野�物�宿等之用意を致し、馬に付引通行事
故、馬不足之由
ニ而、拾五人ハ五人ツヽ
三度に出立、佐兵衛出立ハ五月末なりしか、時節に仍
而人馬之手当余多
成由
ニ而、差添案内
ヲ四人付、日本人〔○拾〕五人都合〔○拾〕九人
ニ馬六拾三疋立、荷物を付、替りく馬
ニ乗
送られ申候、此道中熊多く居て、途中
ニ而馬弐疋熊
ニ取られ、昼夜油断なく気を配り、大きに難義�儀�いたし、三十
五日目にてヤツコウツカへ着致せしなり、
一、雷ハあれとも、彼国逗留中、地震の動候事無御座候、」
一、貴人の夜具は、ソウフリを用ゆると言、ソウフリと言ハ獣物の事なり、皮の大きさ壱尺弐三寸位ありて、ラ
ツコの皮ゟ真黒〔○ニテ〕、至て奇麁
�綺麗�成皮なり、右の皮壱枚ニ而彼国の金三拾枚位ニ売買するなり、尤皮の上品下
品、価之高下ある、
一、寒風に当り候は、目口鼻耳なといぐりたることく腐落申候、手足なと寒気ニ当り候時ハ、其手足ヲ銘�鋸��を以挽切、
療治するなり、亦目口之端鼻の先なとハ、煎薬ニて洗へは癒なれとも、兎角ニ療治行届さる事と見得て、彼国之
人�中��以下の者は十人之内七八人ハ目口之端、耳頬先、亦は足なと片輪之者多クあり、私共ハ寒気かおそろしく候
故、暖気之内
ニ稼た」めて用意
ヲ致、極寒之時外出不申候得共、日本人彼国
ニ残し者の内
ニ、一両人右之病
ヲ受し
者も御座候、
一、町家之家作は、二階作り之町ハ不残二階に立、三階作り之所ハ皆く三階作り、身躰貧福
ニかわ���らす、門並
軒
ヲならへて立れとも、屋根之高サハ弐拾五間もあり、屋根之棟に十文字成物あり、家の内之天上に大きさ六
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七尺程あり����時計あり、小高キ所へ登りて町家を見渡せハ、寺の屋根は別段なり、高ク出て見ゆるなり、
一、ヲロシヤ国
ニ而ハ、朝起て麦粉之餅を喰ひ、其ゟ野山田畑之仕業に出て、昼頃帰りて喰事
ヲ致家や、内ゟ戸を
建、」かぎかねをしめ、夫婦休足�息�するなり、又家内大勢有家は、銘々
夫婦く之寝間〔ニ〕入、内ゟ錠鍵ヲしめ
て昼夜休む事なり、右寝間にいり、かるたを以テ博奕をするに、更に他人ヲ入す、亦家内・親類打交りてするに
もあらす、夫婦さし向ニ而博奕してなくさむ事也、
一、イリカウツカを亥三月七日出立、七千里之間、道中四十九日目ニ而ビセリリ���ロカへ着致せしなり、此道中ハ前
申ことく、事�車��うへに箱の様成る物を拵ひ、弐人ツヽ
乗せ、馬三疋四疋ニ而引セ、昼夜宿継にて通り、早き事言計
無、音を聞、先宿ニ而人馬之手当を致待受居、昼夜休事無、継送られ、車之踊  響�����、胸に 響�����」き大に難義いた
し候なり、
一、カナリヤ国を亥九月九日出舩し、同十一月上旬、南アメリカへ着舩致候所、此渡海之間ニ而、七曜星北辰の一
向に見へ〔○す〕、不審に思ひヲロシヤ人共に尋申候得ば、世界〔○ハ〕丸き物なり、七曜北辰之見得さる迚、
不審に思ひ���ハ、扨々
愚成事なり、夫ニ而能舩乗ヲ致せしとて笑ひ申候、
一、亥十一月十二日アメリカに逗留之間ハ暑気凌兼、私共も毎日七八度ツヽ
水をあひ、あつさを凌き居申候、西
瓜・真桑瓜・柚なと喰申候、其良�節�ハ二度目ニ成り候由ニ而、ゆつハいまた青〔ク〕御座候、」
一、アメリカを亥十二月廿三日出舩、海上送道法壱万九千里余、未申と走りマリケイスケ
江子四月四日着舩、此所
之渡海ニ而子二月下旬之頃〔○四〕日程之間、昼中空空一面に星見へ申候、
一、マリケイスケ女不儀�義�あり時は、女人嶋〔エ〕流罪すると言事ハ、ヲロシヤ人共私共へ虚に言しと見へたり�、
其故は彼国へ着舩したる時能々
見れハ、男ハ少々
、女は多、男女とも丸裸ニ而、四五人元舩へ来りて交易を望む、
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其様子を見るに、男根・陰門を隠さず、ぶざき���成れハ、扨々
おかしく舩中一同に笑しなり、然共彼大人は恥敷
躰ニも見へず、其中ニ而夫婦とおほしき者もわからす、ヲロシヤ之若者とも之内、彼大き成女人を舩中ニ而蔭」江引
廻し所〔○所〕ニ而虚られしを、舩中之役人幷舩頭見咎之て申ハ、日本人送届之命を蒙りし身分ニ而、甚ミぶわ
�不埒��ら
なり、大人共を早々
返すへきとて追出しけれハ、皆々
海上へ飛込行し也、
一、亥十二月下旬、アク�リカニ而水汲と〔○り〕て、子四月上旬マリケイスケ江着舩迄何国江も舩よせされハ、舩中
呑水一切なし�故、大人之居合さる所を見透して水を汲に行し所、大人之中
ニ而重立候者見咎め、前
ニ舩中ゟ追返
されしを残念に思ひしにや、水を汲取する事
ヲ差支、甚迷惑し詮防����なく、亦々
彼大人ともを大勢元舩へ呼ひ乗
せ、別に��交易ハ致されとも、男女入群り、三日か間夜中も泊置、ヲロシヤ人八拾人余之内」、若者共ハ舩頭ゟ
之ゆるしを受、大き成女人
ヲ相手に致、酒肴を振舞虚れし上、ヲロシヤ
ニ而桶之たかに致申候巾七八分もある鉄
を弐三寸ツヽ
切て、銘々
に遣けれハ、歓ひし躰ニ而見へ申候、水も思ひ之侭汲取し故、大人を追出けれハ、皆々
海中へ飛込、子ヲ持之女抔ハ、子供を抱へ、或ハ肩ニ乗せておよき、亦は水庭にくゞ
るもあり、然とも元舩之廻
りをはなれす浮ておよきいる大人とも、男女凡三百人計なり、其節舩頭申ハ、此国ハ鉄銅金物
ヲ珎敷好事なれ
ハ、定
而此舩之外
ヲ包ミし赤銅
ヲヲ好届
������すると見えたり、永ク舩掛り無用也とて、七日程逗留して彼大人
ヲ寄付
ましと
������て、石火矢之から筒ヲ���はなしけれハ、其音」に驚き、水を潜りけるもあり、又およきて逃るもあり、諸
方
江散乱し、暫時過ると亦々
舩之廻りへ集り���故、前之ことく石火矢
ヲ打掛〔○ケ〕く、其国
ヲ子四月十二日出
舩す、道法不覚候へ共、三ケ月程子丑之方へ向ひ走り、七月上旬ヲロシヤ領国カムサツカ江着舩したるなり、
一、マリケイスケニ   椰����沢山あり、水汲取し時、椰����の数三千計取て舩中にてなくさみニ喰し、残りハ長崎迄持来り
しなり、私ともならびにヲロシヤ人ハ、のこぎり
ニ而挽割、又ハ金槌を以
テ打割喰し所、大人は椰を手の平へ乗
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せ、両手の指を組合せて押ひらきて喰す故カ、量ハ余程勝れて見得申候、」
一、カムサツカラ出舩して東海ヲ走りし時、ヲロシヤ人とも舩中ニ而遠目鏡ヲ以西之方を見て、日本の山之形を絵図
に認メ、富士山抔ハ兼而聞及し山なれハ迚、念を入て絵図に書認メし也、
一、長崎へ着致候所、品々
御尋之事ともありて、日数六十日余之間、終日御吟味之内ニ、ヲロシヤニ而鼡程之野豬、
雀程之鶴ハ不見〔○不〕申候�やと再応御尋御座候得共、彼国逗留中ニ見当り不申候ニ付、其段御答申上候、
一、長崎ニ而仰られ候ハ、往古ゟ外国へ漂流致、日本へ送り帰候ものも余多あれとも、此度ハ日本之下を通りて帰
来りし珎敷事なりと仰られしなり、」
一、ヲロシヤゟ日本之国王江献上致す品之由ニ而、大キサ高サ五六尺程あり金之象服�眼�之中ニ、時計���を仕込ミあり、幷
硝子鏡一枚、大キサハ立三間程、横八尺計、厚サ五寸余、金之縁を所〔々
ニ〕とあり、右両品ハ至極念
ヲ入、
箱入にして持参いたせし所、長崎
ニ而御請取なされさる由
ニ御座候、其外五六尺ゟ八九尺弐間位迄の硝子鏡大小
四拾枚余積参り候得とも、不残持帰申候、
一、ヲロシヤに鳫ハ年中居〔○リ〕、家ニ而も洞����置申候、別而春ゟ秋之初迄ハ  移
������敷居申、たまごも生ミ申候、
一、弓ハ至而麁末成物ニ御座候、刃物ハ金性悪しく、一向切れ不申候、」
一、ヲロシヤ之女人ハ、角細工
ニ而長弐三寸位牙のことく
ニ拵へ、鼻の穴
ニ二本、
ニ弐本、上下ゟ四本之牙齟齬 て
自然と生れ付たることに拵へ置て、礼 弐�式�日、〔又日���客来なとある節ハ是を懸ケて居るなり、初
而見たる時ハ、
誠ニ牙生れ付たると思ひて驚キ申候ヘハ、常にハはづして居申候、面躰幷手之中ニも入黒�墨�致居るなり、」
（白紙）」
（裏表紙）
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（以上、松本郁代）
(１) 写本は横浜市立大学所蔵。本稿後半に全文翻刻を掲載。
(２) 本稿では池田晧訳『環海異聞』（雄松堂、一九八九）を参考にした。同書は宮内庁書陵部所蔵本を底本とする。
宮内庁本の奥書には、文化七年（一八一〇）に坂立節が筆写したものを、文政十一年（一八二八）に小柴直裕が借
り受け、筆写したとある。池田は小柴を内閣文庫内に同名の写本が多数あることから「幕府の書記役」と考察して
いる。横浜市立大学所蔵の『環海異聞』は全十五巻中九巻ある。市大本は大槻の原本を文政四年（一八二一）に長
岡藩の安田正直が写し、それを文政七年（一八二四）中嶋永豊が筆写、さらに弘化二年（一八四五）に培達堂生碧
が写したものを嘉永六年（一八五三）に毛利某が写した。『環海異聞』作成の経緯は大槻玄沢が「序例付言」とし
て記している（池田晧訳『環海異聞』雄松堂、一九八九、一～二〇頁）参照。
(３) 鮎澤信太郎「ロシア使節レザノフの将来した地図」（『日本歴史』一七三、一九六二、七七頁）
(４) 「ロシア帝国全図（
）」から、邦語翻訳された
「魯斎亜本領全図」が作成された。両地図の表象に関する分析については「近世三陸における領域と境界（２）」
（『横浜市立大学論叢』六六（三）、横浜市立大学学術研究会、二〇一五）参照。
(５) 木崎良平『漂流民とロシア』中央公論、一九九一、九七頁。
(６) 木崎良平『仙台漂民とレザノフ』刀水書房、一九九七、一九一・一九二頁。
(７) 津太夫ら漂流民からの聞き書き書である『環海異聞』巻の一において、津太夫ら生存者四人の人定について、
ГЕНЕРАЛЬНАЯ КАРТА РОССIЙСКОЙ ИМПЕРIИ
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在所、父親の名、職業（身分）、名前、生年、年齢を記しており、その職業を「水主」と記している。
(８) 小林茂文は「漂流はおそらく世に知られるものの数百倍もの例があったものと思われる」と指摘したうえで、
「漂流こそが、民衆が外国にふれうる唯一の機会であった」とし、漂流記から民衆の「対外意識」や「日本」認識
を読み取ることが可能として指摘している。（「漂流と日本人」『漂流と漂着―海と列島文化別巻』小学館、一九九
三、九四頁）
(９) 前掲註２書、一六七～一八二頁。
(10) 大槻玄沢、志村弘強著、池田皓訳『環海異聞』雄松堂出版、一九八九。
(11) 亀井高孝校訂『北槎聞略』岩波書店、一九九〇。
(12) 正式には『一八〇三～六年、ナジェー
ジダ、ネヴァ両号による世界一周航海記・付録アトラス』で、ロシア語
版は一八一三年にペテルブルクで出版された。その後イギリス、オランダ、フランス、スウェー
デン、デンマー
ク、
イタリアの各語で翻訳されている。
(13) クルー
ゼンシュテルン著、青地盈訳、高橋景保校訂『奉使日本紀行』叢文社、一九七九。
(14) 北見俊夫『日本海上交通史の研究』法政大学出版局、一九八六、二〇八・二〇九頁。
(15) 『続日本紀』霊亀元年（七一五）十月二十九日条に「陸奥蝦夷第三等邑良志別君宇蘇弥奈等言。親族死亡子孫
數人。常恐被狄徒抄略乎。請於香河村。造建郡家。爲編戸民。永保安堵。又蝦夷須賀君古麻比留等言。先祖以來。
貢獻昆布。常採此地。年時不闕。今國府郭下。相去道遠。往還累旬。甚多辛苦。請於
。便建郡家。同百姓。
共率親族。永不闕貢。並許之」とある。波線部「閉村」は現在の岩手県上閉伊郡や下閉伊郡の海岸部を指す（瀧本
壽史他編『三陸海岸と浜街道』吉川弘文館、二〇〇四、五六頁）との見方と、宮城県牡鹿郡、桃生郡とする説（直
??
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木孝次郎他訳注『続日本紀』１、平凡社、一九八六、一九四・一九五頁）と両論あるが、いずれにしても石巻から
北上した海岸部にヤマトの影響が及んでいることがわかる。
(16) 東北地方中央部における蝦夷のヤマトへの抵抗は九世紀初頭の、坂上田村麻呂による蝦夷征討まで続いており、
いわゆる海岸部の｢海道の蝦夷｣の貢納と時代的遅れがある。
(17) 近世における東回り航路と漂流の誘発については「近世三陸の海における領域と境界(１)」で詳述した。
(18) 前掲註14書、二一四～二一六頁。
(19) 松本郁代・龍崎孝「近世三陸の海における領域と境界(１)」（『横浜市立大学論叢』六六（二）、二〇一五、一七
五頁）の【表１】参照。
(20) 海運学者でもあった本多利明は一八〇四年に『渡海新法』を著した。この中で「船中悉皆不案内ナレドモ、杳
ナル万里ノ大洋ヲ乗越、芥子一粒程ナル長崎ノ港ヲ的中セズトイフコトナキハ不審スベキ頂上ナリ」とその航海術
を評価し、航海法を要約している。しかしこうした航海術書は特定の人々
のみ知るところで、一般に利用されるこ
とはなかった。(前掲註14書、二二七・二二八頁)
(21) 前掲註14書、二二九・二三〇頁。
(22) 柳田国男は「なぞとことわざ」（『定本柳田國男集第二十一巻』筑摩書房、一九七〇、七一～一四八頁）の中で
「必要な生活の知識」として「帆かげ三里」（船の帆だけしか見えなくなる）、｢船かげ三里、帆かげ七里｣（帆や船
かげが全く見えなくなる距離）として紹介している。またこの中で、三陸沿岸の気仙地域のことわざとして「秋の
北風春南」の諺を紹介している。これは船乗りが最も危険視する西南から吹く風に変わりやすいことを注意喚起し
たもので、「すなわち西風が吹くと帰ってこられないからである」と注釈している。
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(23) 前掲註14書、二三九・二四〇頁。
(24) 前掲註14書、二四八頁。
(25) 前掲註22書参照。
(26) 前掲註10書、十一頁。
(27) 前掲註１書、七五頁。
(28) ロシア側は「信牌」の持つ意味を「一年に一隻の長崎入港を認める」と受け取り、事実上の交易許可と判断し
た。幕府側は目付に対し、「長崎に来たのならばあえて交易は拒まないという語勢」をもってラクスマンの応接に
当たるよう指示していたという。（秋月俊幸『千島列島をめぐる日本とロシア』北海道大学出版会、二〇一四、一
一一～一一九頁。
(29) 秋月俊幸『千島列島をめぐる日本とロシア』北海道大学出版会、二〇一四、一四七頁。
(30) 前掲註13書、十七頁。
(31) 前掲註13書、十七頁。
(32) 松尾晋一『江戸幕府と国防』講談社、二〇一三、一一四・一一五頁。
(33) 「莫斯哥亜・魯斎亜地理図」については「近世三陸の海における領域と境界（２）」（前掲４論文）で論じた。
(34) 前掲註20の説明を参照。
(35) 前掲註13書、九六頁。
(36) 前掲註６書、一九四頁。
(37) 大槻玄沢は『環海異聞』の「序例付言』の中で、光太夫からの証言やオランダ語の翻訳や通訳として得た知識
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を用いて津太夫らの証言の過ちを訂正したことを記している。（前掲註10書、五頁）
(38) 前掲註10書、十四頁。
(39) 大槻玄沢は同書内の補足の中で「タナゴ島」を種子島とし、「彼は旧名を伝え聞いていたと思われる」と記して
いる。彼とはレザノフ、と思われる。（前掲註10書、二四七・二四八頁）
(40) 大槻玄沢『環海異聞』北光書房、一九四四、三七九・三八〇頁。
(41)『奉使日本紀行』ではクルー
ゼンシュテルンが日本近海において六分儀などを使って緯度経度を正確に記録する
一方、フランス製、オランダ製海図に載っていない岬などを自ら命名しながら航行している（前掲註13書、一三〇
～一四三頁）参照。
(42)『流船帰国物語』と同系統と思われる本に、池田皓氏架蔵本『異国漂流記』（別名奥州仙台領石巻村船主魯西亜
漂流）がある。その序文（冒頭部）を左に示した。（　）は『流船帰国物語』の冒頭部。傍線は松本が付した。
陸奥国仙台領牡鹿郡石巻米沢平之丞舩若宮丸、寛政五丑年七月二十七日、石巻川口出、船、同月二十九日より漂
流、同六寅年五月十日ヲロシヤ国（江）漂着、舩頭並に水主拾六人の内、船頭平兵衛並に水主二人、都合三人此国
にて病死（致）、残（り）拾三人の内九人彼国に止り、四人ヲロシヤ国より八十一人乗合にて長崎迄送（り）届ら
れ、享和三亥年六月十日、ヲロシヤ国の都ビセリホロカと云る所を出船して、（文化元子年九月六日長崎着舩して、）
同三寅年二月帰国」（せし）水主四人の内（壱人、）寒風沢浜津大夫と申物、舩主平之丞かたえ見舞に来りて夜語
（致）せしを聞書して記しおきぬ、
右の通り、字句の異同はあるがほぼ同内容である。また傍線部の平之丞については、本文中で「船頭」が死亡して
いる。『流舩異国物語』の冒頭部には「船頭」とあるが、本文には「船主平之丞」とあり、また池田晧氏架蔵本に
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も「船主」とあることから、「平之丞」は「船主」で正しいと思われる。ただし『異国漂流記』原本は未確認のた
め、右冒頭部は、池田皓氏による「解題」（同氏訳『環海異聞　海外渡航記叢書２』雄松堂出版、一九八九、三一
六～三一七頁）から引用した。
(43)『流舩帰国物語』の登場人物名は本文による。ただし、同漂流を扱った『環海異文』の登場人物や人数は同様で
あるが、名前に異同があるため（　）に示した。
(44)池田皓氏架蔵本『異国漂流記』（別名奥州仙台領石巻村船主魯西亜漂流）の跋文には「此書文化三寅年六月中石
巻出役の節、津太夫より聞書とめ、猶又寒風沢浜え帰着、同七月中佐兵衛〔佐平〕より聞し事も書加へおくなり
馬場安五郎」（傍線は松本）と記されている。池田によると、本書は『環海異聞』より約一年前に成立したとする。
本文に年月や綱目などが立てられていないことから、漂流者の語りのまま書き留められた聞き書きであるとされる。
（前掲註41書、三一六・三一七頁）。木崎良平（前掲註６書）によると、「想像を逞しくすれば」（一九四頁）石巻村
役人の馬場安五郎が津太夫や左平から漂流話を聞き、書き留めていた可能性があると指摘する。
(45)この「佐兵衛聞書」注記の一文から、「左兵衛」は、前掲注41に引用した池田皓氏架蔵本『異国漂流記』（別名
奥州仙台領石巻村船主魯西亜漂流）の跋文中の傍線部と同一人物である。このことから、本書が池田氏架蔵本と同
系統のものであり、また、同じく馬場安五郎によって編集された可能性が高いと考えられる。
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